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食
に
関
し
て
多
角
的
に 

理
事
　
三
宅
　
靖（
金
沢
市
・
内
科
）

医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

ー
食
を
考
え
る
ー 

未入会の先生へ 

 

入会の方法は 

保険医協会にぜひご入会下さい！ 

医科　721人、歯科　274人 

会員数　995人 
本号は保険医協会未入会の先生方にも

お届けしました。 
この機会にぜひ入会をご検討下さい。 

　お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、 
ご返送下さい。 

◎会　費（月額）／開業医　4,500円／勤務医　3,800円 

◎入会金　な　し 

石川県保険医協会／電話  （076）222－5373

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 

〒920-0902 金沢市尾張町2丁目8番23号 
 （太陽生命金沢ビル6階） 

◎連絡先 

保険医協会は 

国民医療の充実と 

保険医の生活を守ります。 
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石川県保険医協会 金沢市尾張町2－8－23（〒920-0902） 
TEL:076-222-5373　FAX:076-231-5156　電子メール: iskw_kudo@doc-net.or.jp

●歯科学術講演会● 

噛める義歯で患者が変わる 
～技工の理解が歯科医療変革の鍵～ 

講　師： 土屋公義氏（東京・土屋歯科医院院長）、神谷　誠氏（松本市・神谷小児歯科院長） 

日　時： 8月20日（土）午後3時～午後7時 
場　所： 金沢都ホテル5階「能登の間」 

参加費：会員1,000円、非会員10,000円 

※先着20人。お早めに申し込みください。 

お申し込みは下記へ 

テーマ 

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

fffffffffffffffffffffffffff
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f

fffffffffffffffffffffffffff
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f

第
七
回
理
事
会
は
、
報
告

事
項
か
ら
討
議
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
総
務
部
か
ら
、
九

月
十
日
七
尾
市
で
開
催
予
定

の
能
登
地
区
会
員
懇
談
会
の

内
容
に
つ
い
て
、
三
宅
理
事

の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い

て
の
講
演
の
後
、
来
年
の
診

療
報
酬
改
定
な
ど
興
味
の
あ

る
話
題
に
つ
い
て
懇
談
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

経
営
・
共
済
部
か
ら
は
、

七
月
二
十
三
日
開
催
予
定
の

新
規
開
業
医
懇
談
会
に
つ
い

て
、
参
加
者
を
増
や
す
た
め

に
、
最
近
新
し
く
開
業
さ
れ

た
未
入
会
の
先
生
方
に
、
も

っ
と
積
極
的
に
呼
び
か
け
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

歯
科
部
か
ら
は
、
全
国
的

に
好
評
な
『
歯
科
の
た
め
の

手
差
し
会
話
集
』
の
普
及
方

法
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

学
術
・
保
険
部
は
、
七
月

三
日
に
百
六
十
人
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
医
師
と
コ
・

メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
食
を
考
え
る
〜

食
べ
る
た
め
の
工
夫
〜
」
に

つ
い
て
、
歯
科
の
先
生
方
か

ら
活
発
な
意
見
が
出
て
、
非

常
に
好
評
だ
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
社

保
・
国
保
審
査
委
員
名
簿
の

開
示
請
求
と
会
員
へ
の
情
報

提
供
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。

医
療
・
福
祉
部
か
ら
は
、

『
病
院
マ
ッ
プ
』
や
『
社
会

保
障
セ
ミ
ナ
ー
報
告
集
』
の

編
集
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
に
移
り
、ま
ず
、

工
藤
事
務
局
員
に
よ
る
十
月

か
ら
の
介
護
報
酬
改
定
の
骨

格
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
こ
の
改
定
に
よ
っ
て
、

お
金
が
な
い
と
十
分
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
次
に
、
障
害
者
自
立

支
援
法
案
に
つ
い
て
の
動
向

が
説
明
さ
れ
、
何
と
し
て
も

法
案
成
立
を
阻
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を

強
く
し
た
次
第
で
す
。

【
牛
村
　
記
】

ストップ！ 
障害者自立支援法案 
ストップ！ 

障害者自立支援法案 
（7月5日・11人出席） 

第7回 理事会点描 

七
月
三
日
（
日
）、
金
沢
市

観
光
会
館
に
お
い
て
「
食
を
考

え
る
」
と
題
し
て
石
川
県
保
険

医
協
会
と
石
川
県
言
語
聴
覚
士

会
の
共
催
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
の
現
場
で
は
摂

食
困
難
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て

き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
患
者

さ
ん
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

て
い
く
か
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
大
変
蒸

し
暑
い
日
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
と

な
り
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま
し

た
。石

川
県
保
険
医
協
会
の
喜
多

副
会
長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
あ
と
、
勝
木
準
石
川
県

言
語
聴
覚
士
会
会
長
の
司
会
で

講
演
に
移
り
ま
し
た
。

今
回
の
演
者
は
小
島
登
歯
科

医
（
内
灘
町
）、
村
田
由
香
里

歯
科
衛
生
士
（
辰
口
芳
珠
記
念

病
院
）、
竹
内
満
言
語
聴
覚
士

（
城
北
病
院
）、
手
塚
波
子
管
理

栄
養
士
（
金
沢
調
理
師
専
門
学

校
）、
小
川
滋
彦
内
科
医
（
金

沢
市
）
の
五
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
た
職
種
の
方
々
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
内
容
は
後
日
、
本

紙
紙
面
あ
る
い
は
別
冊
子
に
て

ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
が
、
い

ず
れ
も
ご
自
身
の
経
験
を
踏
ま

え
た
感
銘
深
い
お
話
し
で
し

た
。
い
ず
れ
の
講
演
で
も
患
者

さ
ん
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み

取
る
と
共
に
、
チ
ー
ム
医
療
を

確
立
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
家

族
を
中
心
と
し
た
介
護
者
へ
の

指
導
の
重
要
性
な
ど
が
繰
り
返

し
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
合
討
論
が
行
わ

れ
、
フ
ロ
ア
か
ら
も
日
常
の
具

体
例
、
他
職
種
と
の
連
携
の
在

り
方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
歯
科

の
先
生
方
か
ら
、
多
く
の
有
益

な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
引
き
か
え
わ
れ
わ
れ
内
科

医
は
、
口
腔
内
所
見
に
関
し
て

あ
ま
り
に
無
関
心
で
は
な
い
か

と
、
深
く
反
省
さ
せ
ら
れ
た
次

第
で
す
。

「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
を

支
え
て
い
く
に
は
、
多
く
の
専

門
職
の
知
識
と
技
術
の
協
調
が

不
可
欠
で
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の

人
た
ち
の
意
見
交
換
の
場
に
な

り
得
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
と

て
も
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
同
様
の
企
画
を
継
続
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
大
い
に

意
を
強
く
し
ま
し
た
。

食に関してそれぞれの専門的な提言が行われた（7月3日・金沢市観光会館）

幅広い職種の参加者が会場を埋めた
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少
し
少
し
で
も
減
ら
し
ら
し
た
い 

低
出
生
体
重
児

低
出
生
体
重
児 

少
し
で
も
減
ら
し
た
い 

低
出
生
体
重
児 

め
ぐ
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
上
野
　
浩
久（
金
沢
市
・
産
婦
人
科
） 

早
産
の
最
近
の
考
え
方 

テ
ー
マ 

会員デビュー講演 
・シンポジウム　 1

第10回 
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『保険審査通信』 
納得のいかない返戻、査定は 

でお知らせください。 

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、紛失した場合や追加
が必要な場合は、保険医協会までご請求下さい。 

F A X  ０７６（２３１）５１５６ 
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があった場合に会員医

療機関からお知らせいただき、保険医協会が『石川保険医新聞』を通して

コメントを掲載しています。 

会員医療機関におかれましては、不当あるいは納得できない返戻・査定

の情報を保険医協会にＦＡＸにてお送りください。 

能登地区会員懇談会のご案内 能登地区会員懇談会のご案内 能登地区会員懇談会のご案内 
日　　時　9月10日（土）午後7時～午後9時 
場　　所　七尾産業福祉センター  2階研修室 
　　　　  （七尾市三馬町70番地1　TEL：0767－54－8888） 

話題提供　 

①日常診療におけるアレルギー疾患の 
　扱い方 

　石川県保険医協会理事   三宅靖氏　 

②2006年診療報酬・介護報酬改定を 
　めぐる最新情報 

③保険医協会の共済制度の紹介 

連 絡 先 

石川県保険医協会 
TEL：076（222）5373

日頃よりの地域医療活動ご苦労様です。 
さて石川県保険医協会もご存じのように昨年創立30周年を迎え、会員数も千人

となりました。これも皆様のご支援の賜物と感謝しております。 
保険医協会の活動は、平和の問題、社会保障の問題、診療報酬改善運動や改

定時の情報提供、医療保険の指導・監査についての情報提供、休業保障、グルー
プ保険、保険医年金などの共済活動、各種のメディカルスタッフを含めた講演会や
勉強会、「病院マップ」や「福祉マップ」、「保険医新聞」などの出版活動、文化活
動等 き々わめて多岐にわたっています。 
しかしながらこのような活動も実際は金沢市とその周辺に居住するものが活動
の中心となっており、県内各地域の会員の皆様の要望に沿った活動であるか、常
に悩むところであります。皆様も保険医協会に対しいろいろ要望やご意見ならび要
望があると思います。また最近七尾市において、65歳以上の身体障害者医療費助
成制度の改悪があり、協会として七尾市に抗議したような事態も発生しております
し、今後は協会と地区の会員の皆様との、その地域における行政の動きなど情報
交換する必要も感じております。 
そこでこの度、七尾市においてその周辺の会員の皆様にお集まりいただき、「能

登地区会員懇談会」を開催することに致しました。保険医協会からは、会長はじめ
役員数名が出席する予定です。懇談会では協会の若手理事の三宅靖先生に「日
常診療におけるアレルギー疾患の扱い方」というミニ講演をしていただき、その後、
会員の皆様と協会役員との懇談の場を設けたいと思います。 
保険医協会に対する忌憚のないご意見、ご提案、もちろんご批判でもお聞かせ

いただきたいと思います。週末の貴重な時間ではございますが、この機会にぜひご
出席頂けますようお願い致します。 JR七尾駅 

●  七 尾 湾  

びわん橋 

慶応橋 

長生橋 

泰平橋 

仙対橋 

亀　橋 

郵便局 

パトリア● 

市
役
所
● 

〒 

能登食祭市場 
七尾フィッシャーマンズワーフ 

七尾産業福祉センター 

御
祓
川 

〈駅から徒歩7分〉 

大
手
町
通
り 

市
道
１
号
線 

＊ご参加いただける方は下記までご連絡願います。 
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早
産
は
全
分
娩
の
約
五
％
あ

り
、
そ
の
大
部
分
が
低
出
生
体

重
児
で
娩
出
さ
れ
る
。
早
産
の

原
因
と
し
て
従
来
よ
り
、
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
、
黄
体
ホ
ル
モ
ン

の
減
少
な
ど
が
い
わ
れ
て
い
た

が
、
今
ひ
と
つ
原
因
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
安
静
療
法
以
外
な
か
な
か

有
効
な
治
療
法
が
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
と
い
っ
て
有
効

な
治
療
法
は
な
く
、
あ
る
意
味

運
命
に
任
せ
た
よ
う
な
所
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
近
年
そ
の
原

因
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
感
染
」

が
注
目
さ
れ
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ

る
。早

産
の
一
部
は
「
感
染
」
が

引
き
金
に
な
り
、
早
期
陣
痛
発

来
、
子
宮
頚
管
熟
化
や
前
期
破

水
を
引
き
起
こ
す
。
陣
痛
発
来

に
は
子
宮
筋
収
縮
が
起
こ
り
、

ま
ず
関
与
物
資
と
し
て
、
プ
ロ

ス
タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
が
発
見
さ

れ
、
早
産
の
治
療
に
つ
い
て
は

も
っ
ぱ
ら
陣
痛
を
抑
え
る
治
療

と
抗
菌
療
法
に
終
始
し
て
き

た
。
そ
の
治
療
効
果
は
軽
症
の

切
迫
早
産
の
患
者
さ
ん
に
は
認

め
ら
れ
て
い
た
が
、
残
念
な
が

ら
子
宮
頚
管
熟
化
や
前
期
破
水

が
起
こ
っ
た
例
、
つ
ま
り
重
症

の
切
迫
早
産
の
患
者
さ
ん
に
は

ほ
ぼ
無
効
で
あ
っ
た
。
早
産
の

治
療
は
、
単
純
な
治
療
を
施
す

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
こ
と

が
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。

頚
管
組
織
や
卵
膜
組
織
は
、

様
々
な
コ
ラ
ー
ゲ
ン
（ĨV

I
型
）

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
通
常
強

固
な
状
態
で
存
在
し
て
い
る
。

そ
の
強
固
な
組
織
に
対
し
て
、

頚
管
熟
化
に
は
頚
管
組
織
の
分

解
、
そ
し
て
破
水
は
卵
膜
の
破

綻
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
「
破
壊
・
分

解
」
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
と
な

る
。
こ
の
「
破
壊
・
分
解
」
す

る
物
質
と
し
て
「
中
性
プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
」が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

「
中
性
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
」
の

中
で
も
、
頚
管
組
織
や
卵
膜
組

織
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
分
解
す
る

酵
素
と
し
て
、
好
中
球
エ
ラ
ス

タ
ー
ゼ
と
好
中
球
ゼ
ラ
チ
ナ
ー

ゼ
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
実
際

こ
れ
ら
酵
素
は
、
早
産
の
頚
管

粘
液
中
に
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

当
院
で
も
、
重
症
の
切
迫
早

産
の
患
者
さ
ん
に
は
、
頚
管
縫

縮
術
の
よ
う
な
外
科
的
治
療
に

加
え
、
中
性
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻

害
剤
で
あ
る
ウ
リ
ナ
ス
タ
チ
ン

を
使
用
し
効
果
を
あ
げ
て
い

る
。早

産
の
特
に
重
症
化
す
る
機

序
は
、
一
要
因
で
は
な
く
様
々

な
原
因
が
重
な
っ
て
起
こ
る
。

そ
の
原
因
一
つ
ひ
と
つ
に
対
し

て
細
や
か
な
治
療
を
し
な
い

と
、
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。

少
し
で
も
新
生
児
のw

e
ll

b
ein
g

を
高
め
る
た
め
に
、
早

産
で
生
ま
れ
る
低
出
生
体
重
児

を
減
ら
す
よ
う
、
産
科
医
と
し

て
努
力
し
て
い
る
次
第
で
あ

る
。

他科の医師も熱心に耳を傾ける（６月４日、金沢都ホテル）

早産の最近の考え方について
詳しく講演する上野浩久先生
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障
害
者
の
生
活
脅
か
す 

欠
陥
法
案

欠
陥
法
案
に
待
っ
た 

欠
陥
法
案
に
待
っ
た 

新
世
紀
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
介
護
支
援
専
門
員
　
中
村
　
幹
夫 

障害者自立支援法案を考えるフォーラムに330人参加 障害者自立支援法案を考えるフォーラムに330人参加 
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七
月
十
八
日
、
金
沢
市
保
健

所
す
こ
や
か
ホ
ー
ル
で
「
障
害

者
自
立
支
援
法
案
を
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
七
・
一
八
in
石
川
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
事
務
局
長

の
尾
上
浩
二
さ
ん
の
基
調
講
演

「
障
害
者
自
立
支
援
法
で
私
た

ち
の
く
ら
し
は
ど
う
な
る
の

か
」
で
は
、
こ
の
法
案
が
欠
陥

だ
ら
け
の
法
案
で
あ
る
こ
と
、

重
度
の
障
害
者
に
と
っ
て
、
収

入
（
障
害
年
金
）
が
変
わ
ら
な

い
の
に
負
担
金
が
増
え
て
生
活

を
脅
か
す
法
案
で
あ
る
こ
と
、

こ
の
ま
ま
で
は
生
活
保
護
費
よ

り
以
下
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
な
ど
、「
弱
者
い

じ
め
」
の
法
案
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
や
す
く
問
題
提
起
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、「
七
尾
市
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
の
後
退
に
つ

い
て
」「
自
立
支
援
医
療
と
腎

友
会
」「
精
神
に
障
害
の
あ
る

人
の
立
場
か
ら
」「
重
い
障
害

が
あ
る
人
の
立
場
か
ら
」「
作

業
所
に
通
っ
て
い
る
立
場
か

ら
」
と
各
層
か
ら
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ

ー
の
方
か
ら
の
「
現
状
で
も
不

足
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
の
生
々
し
い
実
態
」
や
、
施

設
職
員
か
ら
の
「
精
神
障
害
の

人
に
と
っ
て
服
薬
は
他
の
障
害

の
補
聴
器
や
メ
ガ
ネ
と
同
じ
」

と
い
う
発
言
は
、
特
に
印
象
的

で
し
た
。

続
い
て
、
ア
ピ
ー
ル
を
満
場

一
致
で
採
択
し
、
併
せ
て
、
ア

ピ
ー
ル
賛
同
署
名
を
県
選
出
国

会
議
員
と
県
知
事
、
金
沢
市
長

に
届
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。六

月
八
日
よ
り
三
十
五
人
の

呼
び
か
け
人
、
実
行
委
員
に
よ

り
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
努
力
が
結
集
し
、

予
定
の
二
百
人
を
越
え
る
三
百

三
十
人
の
参
加
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
中
に
は
お
隣
の

富
山
県
か
ら
来
ら
れ
た
方
や
県

内
市
町
村
の
行
政
担
当
者
の
参

加
も
あ
り
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
も
テ
レ
ビ
五
社
、

新
聞
地
元
紙
二
社
も
取
材
し
て

く
れ
ま
し
た
。
異
例
に
感
じ
た

の
は
、
普
通
は
、
係
り
の
説
明

を
聞
い
て
途
中
で
帰
っ
て
し
ま

う
マ
ス
コ
ミ
が
多
い
の
に
、
当

日
は
、
す
べ
て
の
記
者
が
最
後

ま
で
帰
ら
ず
に
取
材
し
て
く
れ

た
こ
と
で
す
。

山
中
町
か
ら
参
加
さ
れ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
メ
ン
バ

ー
、
大
江
さ
ん
は
、「
私
た
ち

『
障
害
者
』
も
、
こ
の
法
案
の

中
身
を
勉
強
し
て
、
私
た
ち
の

条
件
が
『
悪
く
な
る
よ
う
な
法

律
は
い
ら
な
い
』
と
声
高
に
ア

ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
の
よ
う
で
す
」
と
コ
メ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
音
楽
か
ら
始

ま
る
。
灼
熱
地
獄
の
厳
し
さ

か
ら
砂
漠
の
豊
か
な
海
へ
漕

ぎ
出
す
、
雄
大
な
イ
メ
ー
ジ

の
モ
ー
リ
ス
・
ジ
ャ
ー
ル
作

曲
の
序
曲
が
流
れ
る
。
そ
れ

か
ら
幕
が
開
き
、
ロ
レ
ン
ス

大
佐
が
イ
ギ
リ
ス
の
田
舎
道

を
オ
ー
ト
バ
イ
で
ぶ
っ
と
ば

し
て
死
ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ

か
ら
映
画
本
編
は
始
ま
る
。

ひ
と
つ
の
映
画
に
も
、
い

ろ
い
ろ
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ

る
ら
し
い
。
昔
、
ぼ
く
が
高

校
生
の
と
き
に
初
め
て
見
た

際
の
砂
漠
の
出
し
方
は
素
晴

ら
し
か
っ
た
。
ベ
ド
ウ
ィ
ン

族
の
道
案
内
と
慣
れ
な
い
ラ

ク
ダ
に
乗
り
な
が
ら
、
ロ
レ

ン
ス
は
砂
丘
を
危
な
っ
か
し

く
進
ん
で
い
た
。

ベ
ド
ウ
ィ
ン
か
ら
調
教
の

仕
方
を
教
わ
り
、
走
り
出
し

て
一
度
は
〝
落
馬
〞
し
て
し

ま
う
が
、
そ
の
後
う
ま
く
乗

れ
る
よ
う
に
な
り
ロ
レ
ン
ス

の
ラ
ク
ダ
は
走
り
出
す
。
そ

れ
を
カ
メ
ラ
は
追
い
か
け
る

が
、
カ
メ
ラ
の
位
置
が
上
が

っ
て
い
き
ロ
レ
ン
ス
の
ラ
ク

ダ
が
小
さ
く
な
る
と
と
も

に
、
砂
丘
を
両
脇
か
ら
囲
ん

で
い
た
乾
燥
し
て
い
る
山
々

が
左
右
に
広
が
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
間
を
大
砂
漠
が
姿

を
徐
々
に
現
わ
し
、
ロ
レ
ン

ス
の
ラ
ク
ダ
は
ど
ん
ど
ん
小

さ
く
な
っ
て
い
く
。
ち
っ
ぽ

け
な
人
間
が
過
酷
な
大
自
然

と
未
知
の
ア
ラ
ブ
人
と
敵
の

ト
ル
コ
軍
が
待
つ
歴
史
の
舞

台
に
乗
り
出
し
て
い
く
の

が
、
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
て

い
た
と
思
う
。
と
に
か
く
映

像
が
美
し
い
。
砂
漠
が
絵
に

な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
。

実
際
は
ヨ
ル
ダ
ン
、
ス
ペ

イ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
で
撮
影
さ

れ
た
と
い
う
。
筋
は
非
常
に

単
純
化
さ
れ
て
い
る
。
実
際

に
は
ロ
レ
ン
ス
は
砂
漠
の
中

を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、

カ
イ
ロ
の
イ
ギ
リ
ス
軍
と
連

絡
を
取
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま

な
作
戦
に
従
事
し
た
。
そ
の

主
な
出
来
事
を
つ
な
げ
て
見

事
な
作
品
に
仕
上
げ
た
の
が

デ
ビ
ッ
ド
・
リ
ー
ン
監
督

で
、
一
九
六
二
年
ア
カ
デ
ミ

ー
監
督
賞
を
受
賞
し
た
。
そ

の
他
、
作
品
賞
等
七
部
門
を

受
賞
し
て
い
る
。

男
色
以
外
の
色
気
な
し

で
、
女
優
は
登
場
し
な
い
。

ピ
ー
タ
ー
・
オ
ト
ゥ
ー
ル
が

さ
っ
そ
う
と
ア
ラ
ビ
ア
の
解

放
者
ロ
レ
ン
ス
を
演
じ
、
ベ

ド
ウ
ィ
ン
の
王
子
フ
ァ
イ
サ

ル
に
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
ア
レ

ッ
ク
・
ギ
ネ
ス
が
、
そ
の
部

下
ア
リ
に
は
エ
ジ
プ
ト
人
の

オ
マ
ー
・
シ
ャ
リ
フ
が
、
獰

猛
（
ど
う
も
う
）
な
ベ
ド
ウ

ィ
ン
族
長
を
メ
キ
シ
コ
人
の

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ク
イ
ン
が
、

そ
し
て
老
獪
（
ろ
う
か
い
）

な
英
外
交
官
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
人
の
ク
ロ
ー
ド
・
レ
イ
ン

ズ
が
扮
し
脇
を
固
め
て
い

る
。
ぼ
く
の
ベ
ス
ト
ワ
ン
作

品
で
あ
る
。

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その⑥ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス 

【
監
督
】
デ
ビ
ッ
ド
・
リ
ー
ン 

【
出
演
】ピ
ー
タ
ー
・
オ
ト
ゥ
ー
ル
／
ア
レ
ッ
ク
・
ギ
ネ
ス 

　
　
　
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ク
イ
ン
／
オ
マ
ー
・
シ
ャ
リ
フ 

本紙前号に社保・国保審査委員名簿を掲載したところ、石

川基金が開示した「審査委員氏名」以外の項目まで掲載され

ている、と石川基金から抗議がありました。審査委員名簿の

開示をめぐる経過及び保険医協会の見解を掲載します。

当会では社保・国保審査委員名簿の掲載は1991年から開始

しており、２年毎の審査委員の改選の都度、本紙に掲載して

います。「保険審査通信」欄と同様に会員の関心度が高い情

報です。

今年６月１日付で審査委員の改選があり、当会では石川基

金に名簿提供を依頼し「社保審査委員氏名（60人）」を入手

しました。この審査委員氏名にもとづき、県医師会名簿等を

参考に診療科や医療機関名等を調査して審査委員名簿を整

理、作成しました。

審査委員名簿の開示請求の取り組みは、名前の公表自体が

目的ではなく、審査の在り方や審査体制を明らかにし、医療

指導官を兼務している審査委員をなくさせるなど、民主的な

保険審査を実現することを目的にしています。当会では、公

的な医療保険の審査に対する透明性の確保のためには審査委

員名簿の公開は当然と考えており、今回も従来通りの項目で

掲載したものです。（編集部）

◇

【付記】

国保審査委員名簿について石川県知事に開示請求したとこ

ろ、「代表区分」「診療科」「氏名」は開示されたが、「職名」

は不開示になった。このため当会では「職名」の開示を求め

て異議申立てしており、現在、石川県情報公開審査会で審議

中である（８月25日に口頭意見陳述の予定）。

社保・国保審査委員名簿の本紙掲載をめぐって

会場を埋め尽くす参加者（７月18日・金沢市保健所）

法案の問題点について各分野から報告が
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ア
メ
リ
カ
の 

医
療
シ
ス
テ
ム
と
日
本 

ア
メ
リ
カ
の 

医
療
シ
ス
テ
ム
と
日
本 

金
沢
大
学
法
学
部
助
教
授
　
石
田
　
道
彦 
（6回シリーズ） （6回シリーズ） 3

無
保
険
者
が
国
民
の
お
よ
そ

七
人
に
一
人
と
さ
れ
る
ア
メ
リ

カ
の
医
療
シ
ス
テ
ム
が
、
様
々

な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

世
界
の
ど
の
国
に
お
い
て

も
、
国
民
の
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
確
保
は
、
政
治
的
に
優
先

度
の
高
い
課
題
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
を
除
く
先
進
諸
国
で
は
何

ら
か
の
形
で
国
民
の
大
半
を
カ

バ
ー
す
る
医
療
保
障
体
制
が
確

立
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
で
こ
れ
が
実
現

で
き
な
い
背
景
に
は
、
分
権
的

な
政
治
シ
ス
テ
ム
や
政
府
の
活

動
に
対
す
る
根
強
い
不
信
感
な

ど
、ア
メ
リ
カ
特
有
の
政
治
的
、

文
化
的
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の

医
療
シ
ス
テ
ム
は
一
種
の
「
社

会
実
験
」
と
し
て
の
性
格
を
有

し
て
お
り
、
医
療
支
出
の
抑
制

や
医
療
の
質
の
向
上
を
目
的
と

し
て
生
み
出
さ
れ
た
様
々
な
技

術
が
、
他
の
先
進
諸
国
の
医
療

制
度
に
影
響
を
与
え
て
い
る
事

実
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

る
。
わ
が
国
の
制
度
に
お
い
て

も
、
医
療
計
画
の
病
床
規
制

（
現
在
、
規
制
改
革
会
議
か
ら

見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
）

や
病
院
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評

価
は
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
を
参

考
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

医
療
制
度
改
革
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
の
影
響
に
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
行

わ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
の

医
療
保
険
制
度
改
革
で
は
、
被

保
険
者
が
保
険
者
を
選
択
し
、

保
険
者
間
で
の
競
争
を
促
進
す

る
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
マ
ネ

ジ
ド
ケ
ア
の
考
え
方
を
参
考
に

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ド
イ
ツ
の
保
険
者
が
実
施
す
る

疾
病
予
防
活
動
（
デ
ィ
ジ
ー

ズ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
も
、
ア

メ
リ
カ
で
始
め
ら
れ
た
仕
組
み

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
生

ま
れ
の
シ
ス
テ
ム
が
各
国
の
医

療
制
度
に
影
響
を
与
え
る
傾
向

は
、
医
学
研
究
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
の
影
響
力
と
あ
い
ま
っ

て
、
当
面
の
間
、
続
い
て
い
く

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。筆
者
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
制
度
改
革
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
保
障
や
社
会

保
障
の
考
え
方
を
損
な
わ
な
い

形
で
、
新
し
い
制
度
を
吟
味
す

る
視
点
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
の
医

療
シ
ス
テ
ム
を
法
律
学
の
観
点

反
ト
ラ
ス
ト
法
か
ら
み
た

ア
メ
リ
カ
の
医
療

ア
メ
リ
カ
の

医
療
シ
ス
テ
ム
の
影
響
力

か
ら
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
課

題
で
あ
る
。
制
度
の
変
化
が
著

し
い
た
め
に
、
た
ま
た
ま
目
に

付
い
た
新
し
い
制
度
や
仕
組
み

を
断
片
的
に
紹
介
す
る
と
い
う

作
業
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
が

試
み
た
の
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法

を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
医
療
シ

ス
テ
ム
の
変
化
を
分
析
す
る
と

い
う
作
業
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法

と
は
、
日
本
の
独
占
禁
止
法
に

あ
た
る
法
律
で
あ
る
。
反
ト
ラ

ス
ト
法
は
、
企
業
に
よ
る
不
当

な
取
引
の
制
限
や
価
格
カ
ル
テ

ル
、
独
占
的
行
為
な
ど
を
禁
止

し
、
市
場
に
お
け
る
競
争
の
保

護
を
目
的
と
し
た
法
律
で
あ

る
。
当
初
は
批
判
も
存
在
し
た

が
、
現
在
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

医
療
関
連
組
織
に
対
し
て
反
ト

ラ
ス
ト
法
は
適
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

の
法
律
を
適
用
す
る
際
に
は
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
特
質
を
ど
の

程
度
ま
で
考
慮
す
る
か
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
医
師
会
に
よ
る

価
格
カ
ル
テ
ル
は
一
般
の
企
業

活
動
と
同
じ
く
反
ト
ラ
ス
ト
法

違
反
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、
医

師
会
が
倫
理
規
程
を
通
じ
て
広

告
制
限
を
行
っ
た
場
合
は
ど
う

か
。
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
れ

ば
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
と
な

る
可
能
性
が
高
い
が
、
最
近
の

判
決
で
は
、
一
定
の
広
告
制
限

に
は
医
療
に
つ
い
て
専
門
知
識

を
も
た
な
い
患
者
の
利
益
を
促

進
す
る
効
果
が
あ
る
と
し
て
反

ト
ラ
ス
ト
法
に
違
反
し
な
い
と

さ
れ
て
い
る
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
歯
科
医
師
会
事
件
）。

こ
の
よ
う
に
、
反
ト
ラ
ス
ト

法
か
ら
ア
メ
リ
カ
医
療
を
み
る

と
、
市
場
主
義
的
な
志
向
の
強

い
ア
メ
リ
カ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
さ
え
、
何
が
競
争
に

な
じ
む
問
題
で
あ
り
、
何
が
市

場
で
の
競
争
に
な
じ
ま
ず
、
他

の
優
先
す
べ
き
利
益
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
が
あ
る

程
度
み
え
て
く

る
。
少
々
ま
わ
り

く
ど
い
作
業
か
も

し
れ
な
い
が
、
今

後
も
市
場
主
義
的

な
観
点
か
ら
改
革

案
の
出
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る

わ
が
国
の
医
療
制

度
の
在
り
方
を
考

え
る
上
で
、
参
考

に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
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（問題17面） 

白
山
が
日
本
三
名
山
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
は
、
冬
の
晴

れ
た
日
に
大
聖
寺
の
辺
り
か

ら
見
れ
ば
す
ぐ
に
納
得
で
き

る
。
御
前
、
大
汝
、
四
塚
山

の
三
つ
の
峰
が
均
衡
し
、
右

に
別
山
、
左
に
薬
師
に
つ
な

が
る
大
聖
寺
か
ら
の
展
望

は
、
孤
立
し
た
山
塊
で
あ
る

白
山
の
高
さ
と
拡
が
り
を
理

解
す
る
う
え
で
最
適
で
あ

る
。
朝
日
を
背
に
受
け
、
白

銀
に
輝
き
、夕
日
に
染
ま
り
、

白
山
は
、
ま
さ
し
く
「
白
き

神
々
の
座
」
で
あ
る
。
大
聖

寺
の
古
い
町
並
み
は
、
道
が

ま
っ
す
ぐ
白
山
に
向
け
て
作

ら
れ
て
い
る
。
町
の
ど
こ
か

ら
で
も
、
道
の
向
こ
う
の
家

と
家
の
間
に
白
山
が
見
え

る
。大

聖
寺
の
名
前
の
由
来

は
、
平
安
中
期
以
降
に
加
賀

国
江
沼
郡
に
白
山
信
仰
の
中

心
と
な
っ
た
白
山
五
院
が
あ

り
、
そ
の
一
つ
大
聖
寺
が
今

の
錦
城
山
に
置
か
れ
た
こ
と

に
よ
る
。
大
聖
寺
は
そ
の
後

大
聖
寺
城
と
な
っ
て
、
こ
の

地
で
行
わ
れ
た
多
く
の
戦
の

重
要
な
争
点
と
な
っ
た
。
豊

臣
秀
吉
の
全
国
統
一
の
あ

と
、
溝
口
秀
勝
が
十
五
年
間

大
聖
寺
城
主
と
し
て
白
山
の

見
え
る
城
下
町
大
聖
寺
の
基

礎
を
作
っ
た
。

一
六
〇
〇
年
の
関
ヶ
原
の

戦
い
の
一
カ
月
前
、
当
時
の

大
聖
寺
城
主
山
口
玄
蕃
宗
永

は
、
秀
吉
の
恩
義
を
忘
れ
ず

西
軍
に
つ
き
、
金
沢
の
前
田

利
長
は
家
康
へ
の
義
理
立
て

で
、
二
万
四
千
人
の
軍
勢
で

大
聖
寺
城
を
攻
め
た
。
城
兵

千
二
百
人
の
う
ち
八
百
人
が

戦
死
、
玄
蕃
親
子
も
討
死
し

た
。
利
長
は
関
ヶ
原
に
は
間

に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
家
康

か
ら
百
二
十
万
石
を
も
ら

う
。
大
聖
寺
の
人
々
は
、
玄

蕃
の
供
養
法
要
を
毎
年
命
日

に
今
日
ま
で
四
百
年
以
上
続

け
て
い
る
。

加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利

常
は
四
十
七
歳
で
隠
居
し
、

次
男
に
富
山
十
万
石
、
三
男

利
治
に
大
聖
寺
七
万
石
を
分

け
た
。
大
聖
寺
藩
初
代
藩
主

前
田
利
治
は
な
か
な
か
の
人

物
で
、藩
政
の
基
礎
を
築
き
、

古
九
谷
を
興
し
た
。
利
治
の

死
に
際
し
、
四
人
の
側
近
中

三
人
が
殉
死
し
た
が
、
一
人

だ
け
自
害
せ
ず
生
き
残
り
、

後
々
町
の
人
に
後
ろ
指
を
指

さ
れ
た
と
い
う
。
大
聖
寺
前

田
家
の
歴
代
藩
主
の
墓
は
実

性
院
に
あ
り
、
す
べ
て
五
輪

塔
で
、
壮
観
で
あ
る
。
殉
死

し
た
三
人
の
墓
も
一
番
大
き

な
利
治
の
墓
の
横
に
残
っ
て

い
る
。
福
井
地
震
の
後
、
墓

は
す
べ
て
崩
れ
、
背
丈
ほ
ど

の
雑
草
に
埋
も
れ
、
私
の
小

学
生
の
こ
ろ
は
東
南
ア
ジ
ア

の
密
林
の
遺
跡
の
よ
う
で
あ

っ
た
が
、
今
は
き
れ
い
に
修

復
さ
れ
て
い
る
。
な
お
大
聖

寺
藩
は
、
後
に
見
栄
の
た
め

無
理
を
し
て
十
万
石
に
「
高

直
し
」
を
す
る
。

東
大
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス

が
加
賀
屋
敷
跡
で
あ
る
こ
と

は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

東
大
病
院
の
大
部
分
は
大
聖

寺
藩
の
上
屋
敷
跡
で
あ
る
。

病
院
の
建
替
え
の
と
き
発
掘

さ
れ
た
古
九
谷
の
破
片
の
分

析
で
、
山
中
温
泉
の
奥
の
九

谷
の
陶
土
が
見
つ
か
っ
た
。

東
京
国
立
博
物
館
の
連
中

が
、
古
九
谷
は
伊
万
里
で
焼

か
れ
た
と
言
い
出
し
て
、
今

よ
そ
で
は
伊
万
里
焼
の
古
九

谷
様
式
な
ど
と
さ
れ
て
い
る

が
、
古
九
谷
は
石
川
県
関
係

に
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
顔

料
は
能
登
の
も
の
で
、
一
九

九
四
年
九
谷
に
絵
付
釜
跡
も

発
見
さ
れ
た
。
間
違
い
な
く

古
九
谷
は
大
聖
寺
藩
の
も
の

で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
、
大

聖
寺
に
で
き
た
石
川
県
九
谷

焼
美
術
館
は
、
古
九
谷
と
そ

の
流
れ
を
継
い
だ
吉
田
屋
釜

な
ど
の
九
谷
焼
を
展
示
し
、

な
か
な
か
評
判
が
良
い
。

加
賀
だ
よ
り 

加
賀
だ
よ
り 

稲坂　暢（加賀市・内科） 

私の大聖寺 
囲 
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（
問
題
は
17
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
１
か
ら
3
が
好
手
で
5
ま
で
が
正

解
で
す
。
黒
3
で
4
は
白
3
黒
イ
白
ロ

黒
ハ
白
ニ
で
黒
の
攻
め
合
い
負
け
。
 

黒
1
で

2
は
白
イ

黒
ハ
白
1

黒
4
と
コ

ウ
に
な
り

ま
す
。
 

イ ニ 
ハ 
ロ 

〈
正
解
〉
5
二
馬
引
、
3
一
玉
、
4
一
馬
、

2
二
玉
、
3
二
馬
、
同
玉
、
4
二
金
、
同
玉
、

5
二
飛
、
4
一
玉
、
5
一
馬
、
3
一
玉
、
4

二
飛
成
ま
で
十
三
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
5
二
馬
寄
は
、
3
一
玉
、
4
一
馬
、

2
二
玉
、
3
二
馬
、
同
玉
以
下
詰
み
ま
せ
ん
。 

5
二
馬
引
か
ら
4
一
馬
が
好
手
順
で
、
同

玉
な
ら
5
一
飛
以
下
の
早
詰
め
。
2
二
玉

に
3
二
馬
か
ら
4
二
金
が
実
践
的
手
段
。

5
二
飛
に
3
一
玉
は
5
三
馬
以
下
駒
余
り

に
な
る
の
で
4
一
玉
が
最
善
の
応
手
で
す

が
、
5
一
馬
で
易
し
い
収
束
に
な
り
ま
す
。 

（
問
題
は
17
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

セントルイス大学ロースクール（2003年11月）

●7つのマチガイ答え 
1.飛込み台の女性の水着 
2.ボートの男のメガネ 
3.真中のビーチボール 
4.監視員のパンツ 
5.左側の手すり 
6.ボールで遊んでいる右側の女性の髪 
7.背泳ぎしている少年の右手 

（問題17面） 
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│
そ
れ
で
は
ま
ず
、
ご
出

身
、
医
学
を
志
し
た
動
機
、
医

学
部
卒
業
後
、
内
科
特
に
腎
臓

病
学
を
専
攻
し
た
動
機
な
ど
か

ら
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
佐
藤
】
出
身
は
山
形
で
す
が
、

父
の
勤
務
の
関
係
で
大
阪
育
ち

で
す
。
医
学
部
を
志
し
た
理
由

は
、
自
分
の
意
思
で
物
事
を
決

め
て
行
け
る
職
業
だ
と
の
漠
然

と
し
た
考
え
で
し
た
。
一
九
六

八
年
金
沢
大
学
医
学
部
卒
業
で

す
が
、
全
国
学
園
紛
争
の
ま
っ

た
だ
中
で
、
卒
業
試
験
は
中
断

し
、
卒
業
式
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

元
々
研
究
者
と
し
て
大
学
に

残
る
つ
も
り
は
な
く
、
特
異
な

環
境
で
、
し
か
も
修
学
期
間
の

長
い
外
科
系
医
局
に
は
行
く
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
あ
、
内
科
臨
床
医
と
し
て
早

く
第
一
線
に
立
ち
た
い
と
の
気

持
ち
で
し
ょ
う
か
。
腎
臓
病
学

の
研
究
室
を
選
ん
だ
の
は
、
た

ま
た
ま
既
知
の
先
輩
が
い
た
と

こ
ろ
で
、
当
時
第
二
内
科
で
も

最
も
新
し
い
研
究
室
で
し
た
。

│
次
に
石
川
県
立
中
央
病

院
に
就
職
、
勤
務
医
時
代
の
こ

と
、
さ
ら
に
開
業
に
い
た
る
ま

で
の
事
情
を
お
話
し
く
だ
さ

い
。

【
佐
藤
】
数
年
の
医
局
員
時
代

を
過
ご
し
た
後
、
県
立
中
央
病

院
へ
就
職
し
ま
し
た
。
当
時
は

血
液
透
析
の
大
発
展
期
で
、
多

く
の
病
院
か
ら
透
析
専
門
医
の
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究
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よ
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よ
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よ
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│
開
業
と
な
れ
ば
、立
地
、

資
金
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
何

よ
り
患
者
さ
ん
確
保
な
ど
、
特

に
新
規
開
業
医
は
苦
労
す
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
佐
藤
先
生
の
場

合
は
ど
う
で
し
た
か
。
診
療
に

あ
た
っ
て
特
に
気
を
つ
け
て
い

る
点
な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
し

く
だ
さ
い
。

【
佐
藤
】
私
の
場
合
は
、
い
ず

れ
も
比
較
的
す
ん
な
り
い
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
あ
、
い
ろ
ん

な
方
々
の
協
力
の
た
ま
も
の
で

す
。
県
内
で
は
ビ
ル
診
で
の
透

析
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
唯
一
で
し
ょ

う
し
、
開
業
費
用
を
抑
え
る
た

め
透
析
関
係
の
設
備
を
含
め
リ

ー
ス
を
多
用
し
ま
し
た
。
透
析

患
者
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
が
忙
し

過
ぎ
ず
、
暇
過
ぎ
ず
の
ペ
ー
ス

で
す
。

透
析
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
患
者
さ
ん
の
希
望
に
沿
え

る
よ
う
な
体
制
、
開
始
時
間
を

派
遣
の
依
頼
が
大
学
に
来
て
い

ま
し
た
。県
立
中
央
病
院
で
は
、

腎
臓
専
門
医
と
し
て
の
多
く
の

臨
床
経
験
、
若
手
医
師
の
研
修

な
ど
忙
し
く
も
充
実
し
た
勤
務

医
生
活
で
し
た
が
、
最
近
透
析

の
患
者
さ
ん
に
か
な
り
無
理
を

強
い
て
い
る
と
言
う
か
、
も
っ

と
満
足
度
の
高
い
透
析
医
療
が

で
き
な
い
か
な
ど
悩
む
こ
と
が

多
く
な
り
、
自
分
の
年
齢
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
思
い
切
っ

て
透
析
医
療
を
メ
イ
ン
に
し
て

開
業
す
る
こ
と
を
決
心
し
ま
し

た
。

 
忙
し
過
ぎ
ず 

　
　
　
　

　
　
　
　
暇
過
暇
過
ぎ
ず 

 
忙
し
過
ぎ
ず 

　
　
　
　

　
　
　
　
暇
過
暇
過
ぎ
ず 

 
忙
し
過
ぎ
ず 

　
　
　
　
暇
過
ぎ
ず 

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
す
る
と
か
し

て
い
ま
す
。
透
析
を
受
け
て
お

ら
れ
る
大
部
分
の
方
は
、
周
辺

病
院
の
医
師
か
ら
の
紹
介
で
す

が
、
最
近
は
自
分
で
当
院
の
こ

と
を
調
べ
て
、
自
ら
の
意
思
で

来
ら
れ
る
方
も
出
て
き
て
お
り

ま
す
。│

ス
タ
ッ
フ
の
教
育
・
研

修
は
ど
う
し
て
お
ら
れ
ま
す

か
。

【
佐
藤
】
月
に
数
回
、
全
員
を

集
め
て
の
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
毎
日
業
務
終
了

時
、
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
し
て

い
ま
す
。
職
員
全
員
が
自
分
た

ち
の
職
場
は
い
い
と
こ
や
と
思

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

│
保
険
医
協
会
、
保
険
医

新
聞
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今

後
の
透
析
医
療
に
つ
い
て
の
お

考
え
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

【
佐
藤
】
保
険
医
新
聞
は
、
だ

い
た
い
読
ん
で
い
ま
す
。
保
険

『
病
院
病
院
マ
ッ
プ
』 

『
病
院
病
院
マ
ッ
プ
』 

『
病
院
マ
ッ
プ
』 

二
〇
〇
五
年
度
版
―
―
完
成
!!
 

会
員
に
は
本
紙
と
と
も
に
お
送
り
し
ま
し
た
。 

今
年
度
よ
り
追
加
は
有
料（
一
冊
三
千
円
／
会
員
は
二
千
円
） 

に
な
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
!!
 

医
協
会
も
井
沢
会
長
以
下
、
医

師
会
の
や
ら
な
い
よ
う
な
視

点
・
発
想
で
良
く
や
っ
て
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
透

析
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
者
と

し
て
、
最
近
の
障
害
者
自
立
支

援
法
案
の
動
き
は
大
変
憂
慮
し

て
い
ま
す
。
一
人
あ
た
り
多
額

の
医
療
費
の
掛
か
る
血
液
透
析

に
、
応
益
負
担
の
原
則
が
適
応

さ
れ
る
の
は
大
変
な
こ
と
で

す
。
国
の
医
療
政
策
で
一
番
問

題
な
の
は
、
医
療
保
険
な
ど
で

今
後
い
っ
た
い
ど
の
程
度
ま
で

の
自
己
負
担
額
が
求
め
ら
れ
る

の
か
そ
の
限
度
額
が
見
え
な
い

こ
と
で
す
。

│
保
険
医
協
会
と
し
て

も
、
障
害
者
自
立
支
援
法
案
に

は
反
対
の
立
場
で
す
。し
か
し
、

医
師
会
を
含
め
て
医
療
関
係
者

の
間
で
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の

問
題
に
つ
い
て
の
関
心
が
ま
こ

と
に
低
い
こ
と
は
事
実
で
す
。

と
に
か
く
最
近
の
政
府
の
社
会

保
障
切
り
捨
て
策
の
攻
撃
は
激

し
く
、
わ
れ
わ
れ
も
つ
い
て
い

く
の
が
精
一
杯
。
な
か
な
か
有

効
な
反
論
、
国
民
世
論
に
訴
え

て
行
く
余
裕
が
な
い
の
が
現
状

で
す
。

予
定
の
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
最
後
に
透
析
医
療
と
い
う

医
師
に
と
っ
て
も
、
束
縛
感
の

強
い
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
休
日
の
過
ご
し
方
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

【
佐
藤
】
子
ど
も
た
ち
も
独
立

し
て
家
を
出
ま
し
て
、
夫
婦
二

人
の
生
活
に
も
ど
り
ま
し
た
。

妻
も
ま
だ
仕
事
を
も
っ
て
い
ま

す
。
休
日
は
家
庭
菜
園
を
し
た

り
研
究
会
に
出
席
し
た
り
し
て

過
ご
し
て
い
ま
す
。

│
や
は
り
佐
藤
先
生
ら
し

い
、
マ
イ
ペ
ー
ス
の
生
活
で
す

ね
。
本
日
は
貴
重
な
時
間
を
お

付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

新
規
開
業
と
い
う
と
、年
齢
、

資
金
計
画
、
立
地
、
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
、
最
近
は
何
よ
り
患
者

さ
ん
が
順
調
に
来
て
く
れ
る
か

な
ど
、
希
望
と
同
時
に
悩
み
が

尽
き
な
い
も
の
だ
が
、
佐
藤
先

生
の
場
合
、
あ
る
意
味
「
常
識

を
覆
し
て
」
開
業
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
で
も
で
き
る
だ

け
資
産
と
な
る
も
の
を
持
た

ず
、
リ
ー
ス
を
多
用
し
た
り
、

自
分
の
守
備
範
囲
・
専
門
分
野

に
特
化
し
た
診
療
に
徹
す
る
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
な
開
業
形
態
で
あ

り
、
今
後
の
新
規
開
業
の
在
り

方
に
つ
い
て
一
石
を
投
じ
た
よ

う
に
思
っ
た
。
な
に
よ
り
「
俺

の
透
析
医
療
に
関
し
て
は
三
十

数
年
の
年
期
が
入
っ
て
い
る
ん

だ
ぞ
」
と
の
自
信
と
い
う
か
意

気
込
み
が
、
ふ
つ
ふ
つ
と
こ
の

大
先
輩
に
は
感
じ
ら
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
西
口
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
、
全
面
ガ
ラ
ス
張

り
の
金
沢
パ
ー
ク
ビ
ル
。
そ
の
地
下
一
階
で
、
昨
年
五
月
、

佐
藤
隆
先
生
が
「
パ
ー
ク
ビ
ル
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
業

さ
れ
た
。
私
に
と
っ
て
佐
藤
先
生
は
、
旧
金
沢
大
学
病
院
第

二
内
科
第
三
研
究
室(

現
在
の
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
科)

お
よ

び
石
川
県
立
中
央
病
院
勤
務
時
代
か
ら
の
大
先
輩
で
あ
り
、

今
回
は
こ
の
「
パ
ー
ク
ビ
ル
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
佐
藤
先

生
を
お
訪
ね
し
た
。

【
聞
き
手
／
喜
多
　
徹
（
野
々
市
町
・
内
科
）】

91

パークビル透析 
クリニック 
（金沢市・内科・透析） 

会員の巻 

スタッフのみなさんとご一緒に　後列右から3番目が佐藤隆先生

クリニックの「理念」をバックに佐藤隆先生
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戦後 6 0 年  戦後 6 0 年  

16人の先輩会員の貴重な体験が 

そ の 時 、 会 員 は …  そ の 時 、 会 員 は …  そ の 時 、 会 員 は …  

特集 

今年は戦後60年です。節目の年としていろいろの分野

で記念の行事や企画が行われています。一方、60年の歳

月を経て戦争体験世代は、すでに全国民の19％以下とな

っています。石川県保険医協会の会員の年齢構成でも、

終戦時国民学校1年生以上だった方は全会員数の20％以

下でしかあり

ません。戦争

体験世代の減

少により、戦

争の悲惨な実態や体験は、大多数の国民の記憶から消失、

戦争の惨禍もまた風化しつつあります。 

戦時中、幸いにして石川県下はＢ29などによる爆撃か

ら免れ、空襲による人や建造物の被災がありませんでした。

しかし、身近な肉親や知人の戦死を体験されたり、食糧

難で苦労された方々も多かったと思われます。 

戦後60年を経過し、戦争を知らない世代が圧倒的多数

となり、次の10年間には、国際環境は大きく変貌し、も

はや第2次大戦の時代に生きた人々の経験が語られること

もなくなるだろうと推測します。 

本紙では、戦争体験世代のお一人おひとりの当時の生

活体験を掲載

し記録として

残し、後輩た

ちに託す伝言

として、この特集を企画しました。 

戦争を知らない世代のために第2次大戦中の体験や終戦

後の困窮の時代の体験や思い出など、1940年以前にお

生まれの先生方に原稿を依頼させていただきましたところ、

実に16人の先輩会員の先生方から原稿をいただきました。 

（編集部） 

昭
和
二
十
年
前
後
　

〜
戦
争
と
生
活
の
思
い
出
〜 

私
は
今
、満
八
十
一
歳
で
す
。

学
生
生
活
は
、
戦
争
の
真
っ
最

中
で
し
た
。「
欲
し
が
り
ま
せ

ん
勝
つ
ま
で
は
」「
月
月
火
水

木
金
金
」（
土
日
な
し
）
な
ど

の
歌
を
う
た
い
な
が
ら
、
私
利

私
欲
を
犠
牲
に
し
て
勉
励
、
軍

事
教
練
な
ど
を
さ
せ
ら
れ
た
も

の
で
す
。

し
か
し
、
今
の
よ
う
な
こ
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
国

民
は
、
そ
ん
な
も
の
だ
と
当
た

り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。戦

争
に
勝
つ
と
い
う
名
目

で
、
土
地
は
取
り
上
げ
ら
れ
、

お
金
は
証
紙
な
ど
を
貼
っ
て
使

用
で
き
な
く
な
り
、
食
糧
は
も

ち
ろ
ん
配
給
で
す
。
そ
れ
も
始

め
は
一
人
一
日
に
米
二
合
三
勺

（
一
食
分
不
足
）
で
す
。
後
で

終
戦
ご
ろ
に
な
る
と
、
米
の
代

わ
り
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
豆
、
砂

糖
な
ど
と
な
り
、
時
に
は
欠
配

に
な
る
な
ど
、
空
腹
空
腹
の
連

続
で
し
た
。「
腹
が
減
っ
て
は

戦
は
で
き
ぬ
」「
衣
食
足
り
て

礼
節
を
知
る
」（
逆
に
衣
食
不

足
で
は
礼
儀
、
節
操
が
無
く
な

る
）
な
ど
の
こ
と
わ
ざ
の
よ
う

に
、
空
腹
に
耐
え
る
と
い
う
ほ

ど
痛
い
も
の
は
な
い
で
し
ょ

う
。
お
金
を
出
し
て
も
、
ど
こ

食
糧
難
の
空
腹 

牛
村
　
繁
男（
金
沢
市
・
内
科
） 

空
襲
で
壊
滅
し
た 

富
山
市 

矢
崎
　
敏
夫（
金
沢
市
・
外
科
） 

へ
行
っ
て
も
、
食
糧
は
無
い
の

で
す
か
ら
ひ
ど
い
で
す
よ
。

小
生
は
実
家
が
輪
島
市
で
、

郊
外
に
山
林
の
木
材
を
供
出
し

た
土
地
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ

を
開
墾
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作

り
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
も
あ

っ
た
り
無
か
っ
た
り
、
勉
強
ど

こ
ろ
で
は
な
い
の
で
す
。

同
窓
会
で
学
友
が
集
ま
れ

ば
、食
糧
難
の
空
腹
の
話
で
す
。

今
で
も
あ
の
当
時
の
苦
痛
は
、

心
に
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。戦

い
も
敗
戦
に
近
く
な
っ
た

こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
学
生
も
少
な

く
な
り
（
先
輩
は
戦
場
へ
行
っ

て
）、
夏
休
み
を
返
上
し
て
残

っ
た
学
生
は
各
医
局
へ
、
空
襲

に
備
え
て
夜
は
当
直
な
ど
を
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
富
山
市
が
空

襲
を
受
け
た
時
は
、
わ
れ
わ
れ

は
Ｂ
2
9
が
隊
列
を
作
っ
て
、

上
空
を
チ
ラ
チ
ラ
と

星
の
よ
う
な
光
を
出

し
て
通
過
し
て
行
く

の
を
見
ま
し
た
。
あ

と
で
聞
い
た
の
で
す

が
、
富
山
市
が
爆
撃

さ
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
金
沢
で
な
く

て
良
か
っ
た
と
胸
を

な
で
下
ろ
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
終
戦

に
な
っ
た
の
で
す
。

大
学
も
戦
時
態
勢
と
な
り
、

残
っ
た
教
授
、
学
生
ら
が
一
丸

と
な
っ
て
態
勢
を
作
り
ま
し

た
。
久
留
教
授
、
並
木
教
授
ら

も
ゲ
ー
ト
ル
を
着
け
て
、
わ
れ

わ
れ
と
共
に
並
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
教
室
の
書
物
な
ど
も
近

隣
へ
疎
開
し
た
り
、
金
沢
も
い

つ
爆
撃
さ
れ
る
か
な
ど
で
、
空

家
、
売
家
な
ど
、
た
く
さ
ん
出

て
い
ま
し
た
。
市
中
に
は
若
い

青
年
の
姿
は
見
い
出
し
に
く
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

以
上
が
終
戦
間
近
の
金
沢
市

街
の
状
態
で
す
。

戦
争
、
敗
戦
は
ひ
ど
い
で
す

ね
（
命
あ
る
だ
け
で
も
喜
ば
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

が
・
・
・
）。

近
代
日
本
史
に
汚
点
を
残
し

た
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
末
を

経
験
し
た
者
に
と
っ
て
は
、
到

底
忘
れ
得
な
い
こ
と
が
あ
ま
り

に
も
多
い
。
阿
川
弘
之
、
鶴
見

俊
輔
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

作
家
が
書
い
て
い
る
通
り
だ

が
、『
文
芸
春
秋
』
今
年
の
四

月
号
に
も
「
消
え
た
昭
和
」
と

宿
し
て
、
庶
民
の
生
活
ぶ
り
が

描
か
れ
て
い
る
。
で
も
、
今
ま

で
私
が
目
に
し
た
中
で
、
井
上

ひ
さ
し
著
「
東
京
セ
ブ
ン
ロ
ー

ズ
」（
第
一
版
・
平
成
十
一
年
）

が
終
戦
前
後
の
東
京
の
下
町
あ

る
い
は
近
郊
の
庶
民
の
日
常
生

活
を
克
明
に
記
し
た
小
説
が
一

番
印
象
に
残
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
日
の
こ

と
、
私
は
富
山
の
空
襲
の
惨
状

を
鮮
明
に
思
い
出
す
。そ
の
日
、

夏
季
休
暇
を
も
ら
っ
て
故
郷
か

ら
仙
台
の
学
校
（
陸
軍
幼
年
学

校
）
へ
帰
る
途
中
、
富
山
の
空

襲
の
た
め
高
岡
で
不
通
と
な

り
、
駅
前
の
防
空
壕
か
ら
大
火

災
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で

あ
っ
た
。
真
夜
中
の
こ
と
と
て

恐
ら
く
金
沢
、
福
井
、
い
や
も

っ
と
遠
く
か
ら
も
見
え
た
に
違

い
な
い
。

夜
が
明
け
、
高
岡
駅
か
ら
寸

断
さ
れ
た
北
陸
線
に
よ
う
や
く

（
八
面
に
続
く
）



富
山
の
前
の
呉
羽
駅
ま
で
た
ど

り
着
い
た
。
そ
れ
か
ら
は
不
通

で
ど
う
し
よ
う
か
と
思
案
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
医
薬
品
を
載
せ

た
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
さ
せ

て
も
ら
い
、
富
山
県
庁
ま
で
行

っ
た
。

周
り
を
見
る
と
、
市
内
一
面

は
焼
け
野
原
と
な
り
、
県
庁
と

電
気
ビ
ル
位
が
ポ
ツ
ン
と
残
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
焼
夷
弾

で
焼
け
全
壊
し
た
家
屋
、
ひ
ん

曲
が
っ
て
凸
凹
に
な
っ
た
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
道
路
、
焼
け
く
す
ぶ

っ
た
防
空
壕
、
熱
湯
の
よ
う
な

川
の
辺
り
に
多
数
の
死
体
が
転

が
り
、
や
け
ど
や
手
足
の
重
傷

を
負
っ
て
疲
れ
果
て
、
放
心
状

態
の
多
数
の
人
々
、
そ
れ
は
そ

れ
は
凄
惨
な
地
獄
の
様
相
で
、

と
て
も
直
視
に
耐
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
（
死
者
二
千

七
百
三
十
三
人
）。

現
今
イ
ラ
ク
を
初
め
、
世
界

の
各
地
で
批
判
の
的
に
な
っ
て

い
る
非
戦
闘
員
の
無
差
別
殺
り

く
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
真
夏

の
照
り
つ
け
る
太
陽
と
火
災
の

跡
の
熱
風
の
中
、
脱
水
と
空
腹

に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
正
直
い

っ
て
他
人
を
か
ま
っ
て
い
ら
れ

る
余
裕
も
な
か
っ
た
。
辛
う
じ

て
二
時
間
余
り
か
か
っ
て
、
線

路
づ
た
い
に
次
ぎ
の
東
岩
瀬
ま

で
歩
い
て
到
達
し
た
。
運
行
可

能
な
汽
車
を
乗
り
つ
い
で
、
仙

台
の
学
校
に
帰
っ
た
の
は
当
日

の
真
夜
中
で
あ
っ
た
。

八
月
十
五
日
、
日
本
が
無
条

件
降
伏
し
、
米
軍
が
わ
れ
わ
れ

軍
人
の
卵
を
放
っ
て
は
お
か
な

い
と
い
う
デ
マ
に
恐
れ
戦
き
、

教
科
書
な
ど
を
処
分
し
た
。
ま

っ
た
く
心
配
し
た
こ
と
は
起
こ

ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
ほ
と
ん

ど
身
一
つ
で
故
郷
に
帰
っ
た
。

復
学
し
た
の
は
約
一
カ
月
後
、

た
だ
呆
然
と
何
を
す
る
気
に
も

な
れ
な
か
っ
た
。
負
け
た
国
民

の
一
人
の
少
年
と
し
て
残
念
で

な
ら
ず
、
何
事
に
も
興
味
が
起

こ
ら
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ

っ
た
。
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二
度
と
し
て
は 

　
　
　
な
ら
な
い 

高
松
　
弘
明（
金
沢
市
・
内
科
） 

戦
後
六
十
年
を
迎
え
て
、
私

も
、
戦
争
を
知
っ
て
い
る
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
一
人
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
と
、
い
さ
さ
か

感
慨
深
い
。

小
学
校（
当
時
は
国
民
学
校
）

入
学
時
に
戦
争
が
始
ま
り
、
四

年
生
で
敗
戦
と
な
っ
た
は
る
か

六
十
年
前
の
記
憶
を
た
ど
っ
て

み
る
と
、
驚
く
ほ
ど
鮮
明
な
光

景
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
戦

時
、
戦
後
と
い
う
の
は
子
ど
も

心
に
も
、
永
久
に
消
え
去
る
こ

と
の
な
い
強
烈
な
衝
撃
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

直
接
の
戦
禍
に
遭
わ
な
か
っ

た
の
で
、
本
当
に
悲
惨
な
戦
争

体
験
は
な
い
の
だ
が
、
戦
争
と

い
う
も
の
の
人
間
性
を
失
っ
た

馬
鹿
さ
か
げ
ん
を
少
し
は
書
き

残
せ
る
の
か
な
あ
と
思
っ
た
の

で
あ
る
。

衣
・
・
・
着
る
も
の
が
極
端
に

不
足
し
て
い
た
。
下
着
や
制
服

は
兄
貴
た
ち
の
お
古
で
、
お
ふ

く
ろ
が
夜
な
べ
し
て
穴
ぼ
こ
を

ふ
さ
い
で
い
た
。
は
だ
し
で
草

履
、
下
駄
通
学
。
冬
は
、
わ
ら

靴
。
手
足
の
し
も
や
け
に
息
を

吹
き
か
け
て
、
皮
が
や
ぶ
れ
て

赤
身
が
む
き
だ
し
て
い
た
。

食
・
・
・
戦
争
と
は
、
慢
性
空

腹
症
候
群
、
イ
コ
ー
ル
食
糧
難

な
の
で
あ
る
。
周
り
が
田
ん
ぼ

で
米
が
十
分
あ
る
は
ず
な
の
に
、

口
に
入
ら
な
い
。
農
家
は
供
出

米
に
四
苦
八
苦
。
親
父
は
往
診

に
行
っ
て
、
農
家
に
頼
む
拝
む

で
米
を
も
ら
っ
て
き
た
。
庭
で

と
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
サ
ツ
マ

イ
モ
、
イ
モ
づ
る
を
鍋
に
入
れ
、

少
し
の
米
粒
が
浮
か
ん
だ
雑
炊

を
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
。
バ
ッ
タ

の
照
り
焼
き
が
一
番
の
ご
馳
走

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

住
・
・
・
戦
争
と
は
、
銃
後
で

も
家
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

修
理
で
き
な
い
。
ガ
ラ
ス
が
破

れ
れ
ば
、
ブ
リ
キ
か
板
で
ふ
さ

ぐ
。
冬
は
全
館
冷
房
。
職
人
、

若
者
が
兵
隊
に
と
ら
れ
、
絶
対

的
人
手
不
足
と
な
る
。

没
個
性
と
連
帯
責
任
・
・
・
同

級
生
、
仲
間
の
失
敗
で
全
員
が

ビ
ン
タ
を
く
ら
う
。

上
下
関
係
・
・
・
上
に
対
す
る

批
判
は
一
切
許
さ
れ
ず
。
も
っ

ぱ
ら
国
に
滅
私
奉
公
。

天
皇
陛
下
万
歳
・
・
・
天
皇
は

神
で
あ
る
。
毎
日
、
毎
日
何
回

も
聞
か
さ
れ
、
言
わ
さ
れ
た
こ

と
か
。

す
べ
て
の
家
に
、
天
皇
、
皇
后

の
ご
真
影
・
・
・
毎
朝
、
東
に

向
か
っ
て
宮
城
礼
拝
。

教
育
勅
語
・
・
・
学
校
で
、
毎

日
聞
か
さ
れ
た
。直
立
不
動
で
。

白
手
袋
、
礼
服
の
校
長
を
思
い

出
す
。

竹
槍
白
兵
戦
・
・
・
兵
隊
の
教

官
か
ら
、
敵
が
来
た
ら
こ
う
倒

せ
と
、
竹
槍
の
使
い
方
を
本
気

で
訓
練
。

神
風
を
信
じ
て
・
・
・
敗
戦
濃

厚
に
な
っ
て
、
神
風
が
吹
く
の

を
大
人
も
子
ど
も
も
ひ
た
す
ら

信
じ
て
い
た
。

赤
紙
一
枚
・
・
・
赤
紙
一
枚
で

戦
地
へ
行
っ
た
近
所
の
兄
ち
ゃ

ん
が
、
や
が
て
遺
骨
で
凱
旋
。

日
の
丸
で
送
り
迎
え
ら
れ
、
お

国
の
た
め
に
戦
死
し
た
軍
神
だ

と
ほ
め
ら
れ
て
い
た
。
家
族
は

涙
。

大
本
営
発
表
の
ご
ま
か

し
・
・
・
報
道
さ
れ
た
戦
争
の

中
身
は
、
と
く
に
戦
争
の
後
半

は
全
部
ウ
ソ
だ
っ
た
。

憲
兵
さ
ん
・
・
・
近
所
に
馬
に

乗
っ
た
憲
兵
さ
ん
が
い
て
、
威

張
り
方
は
尋
常
で
は
な
か
っ

た
。

天
皇
の
お
言
葉
で
戦
争
は
終
わ

り
。
神
か
ら
人
間
に
突
如
変

身
・
・
・
変
身
ぶ
り
を
理
解
で

き
ず
。
講
堂
の
ご
真
影
室
は
、

敗
戦
の
翌
日
か
ら
倉
庫
に
変
わ

り
、
極
端
な
価
値
観
の
変
化
に

驚
く
。

教
科
書
の
墨
つ
ぶ
し
・
・
・
意

味
も
分
か
ら
ず
、
言
わ
れ
た
部

分
を
墨
で
塗
り
つ
ぶ
す
。

字
数
の
関
係
で
、
多
く
を
カ

ッ
ト
し
た
。
結
論
は
、
戦
争
は

絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
。

戦
争
と
私 

勝
木
　
育
夫（
小
松
市
・
耳
鼻
咽
喉
科
） 

私
は
一
九
三
〇
年
生
ま
れ
な

の
で
、
中
国
へ
の
侵
略
が
始
ま

っ
た
蘆
溝
橋
野
事
件
の
時
は
小

学
校
の
二
年
生
、
太
平
洋
戦
争

が
始
ま
っ
た
時
は
六
年
生
、
戦

争
が
終
わ
っ
た
時
は
中
学
校

（
旧
制
）
の
四
年
生
だ
っ
た
。

戦
闘
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
二
人
の

叔
父
は
軍
医
と
し
て
中
国
の
東

北
地
方
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
応
召

さ
れ
た
。

私
は
す
っ
か
り
軍
国
主
義
教

育
に
洗
脳
さ
れ
て
い
て
、
将
来

軍
隊
に
入
っ
て
国
の
た
め
に
死

ぬ
こ
と
が
こ
の
上
も
な
い
名
誉

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
。

小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
勤
労
動

員
が
始
ま
っ
て
、
そ
の
時
は
農

業
の
手
伝
い
だ
っ
た
。
こ
の
こ

ろ
は
年
に
数
時
間
く
ら
い
だ
っ

た
が
、
中
学
校
に
入
る
と
労
働

の
時
間
数
も
増
え
、
三
年
生
に

な
っ
た
ら
授
業
時
間
は
激
減
し

た
。
小
松
飛
行
場
建
設
の
た
め

に
動
員
さ
れ
、
そ
の
後
小
松
製

作
所
に
二
〜
三
カ
月
行
っ
て
、

現
在
ハ
ニ
ベ
岩
窟
院
に
な
っ
て

い
る
石
切
り
場
跡
を
倉
庫
に
す

る
た
め
に
動
員
さ
れ
、
再
び
小

松
製
作
所
で
機
械
工
作
に
従
事

し
た
。
い
わ
ゆ
る
玉
音
放
送
が

あ
る
と
の
こ
と
で
仕
事
を
止
め

て
集
ま
っ
た
時
は
、
皆
は
口
々

に
「
き
っ
と
ソ
連
へ
の
宣
戦
布

告
に
違
い
な
い
」
と
言
っ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。そ
ん
な
間
も
、

職
場
か
ら
は
赤
紙
の
応
召
で
何

人
か
は
い
な
く
な
り
、
同
級
生

か
ら
も
予
科
練
や
陸
軍
幼
年
学

校
、
海
軍
予
科
学
校
な
ど
へ
と

去
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
放
送
の

あ
っ
た
こ
ろ
は
私
は
四
人
組
に

な
っ
て
、
飛
行
機
の
ブ
レ
ー
キ

ド
ラ
ム
を
作
る
べ
く
、
旋
盤
を

操
作
し
て
い
た
。
ノ
ル
マ
は
一

日
に
十
個
で
あ
る
。
放
送
は
雑

音
ば
か
り
で
何
の
こ
と
か
サ
ッ

パ
リ
分
か
ら
ず
、
終
わ
っ
た
時

は
分
か
ら
な
い
ま
ま
一
斉
に

「
万
歳
、
万
歳
」
と
叫
ん
で
い

た
の
は
、
今
か
ら
考
え
る
と
お

か
し
な
も
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
ろ
は
夏
休
み
も
な

く
、
工
場
の
仕
事
も
夜
勤
、
昼

勤
一
週
間
交
替
で
行
わ
れ
た

が
、夜
勤
明
け
は
家
に
帰
っ
て
、

雨
戸
を
閉
め
て
真
っ
暗
に
し
て

も
、
な
か
な
か
眠
ら
れ
な
か
っ

た
。小

松
警
察
署
に
見
張
り
台
が

あ
り
、
警
戒
警
報
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
る
と
、
勤
務
の
な
い
時
は

そ
こ
に
駆
け
つ
け
る
と
い
う
役

目
に
も
当
た
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、富
山
と
福
井
の
空
襲
の
時
、

空
が
真
っ
赤
に
な
り
、
特
に
福

井
の
時
は
炎
ま
で
は
っ
き
り
見

え
た
。

戦
後
は
学
校
に
戻
っ
た
が
、

歴
史
、
地
理
の
授
業
は
な
く
な

っ
た
。
先
生
に
も
変
身
の
早
い

先
生
と
、
要
領
の
悪
い
先
生
と

あ
る
。
戦
時
中
、
心
な
ら
ず
も

一
海
軍
医
の 

　
　
青
春
物
語
り 

登
谷
　
栄
作（
白
山
市
・
内
科
） 

昭
和
十
七
年
春
、
羨
望
の
海

軍
軍
医
学
校
に
合
格
し
た
。
直

ち
に
入
校
、
早
速
始
ま
っ
た
の

は
海
軍
一
般
の
軍
事
訓
練
三
カ

月
、
さ
ら
に
海
軍
特
有
の
軍
人

医
学
三
カ
月
の
半
年
に
わ
た
る

猛
訓
練
で
あ
っ
た
。
や
が
て
軍

医
学
校
普
通
科
を
終
え
、
配
属

に
な
っ
た
の
は
「
七
つ
釦
は
桜

に
錨
・
・
・
」
で
有
名
な
土
浦

航
空
隊
で
あ
っ
た
。
早
速
与
え

ら
れ
た
仕
事
は
、
連
日
練
習
生

は
も
と
よ
り
、
一
般
兵
員
の
身

体
検
査
に
明
け
暮
れ
た
。
こ
と

に
海
軍
特
有
の
疾
病
検
査
と
称

し
、
性
病
は
も
と
よ
り
、
さ
ら

に
包
茎
を
チ
ェ
ッ
ク
（
性
病
予

防
）
す
る
の
で
あ
る
。
思
え
ば

私
自
身
、包
茎
に
悩
ん
で
い
た
。

ま
ず
は
隗
よ
り
始
め
よ
で
先
輩

軍
医
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
早

速
手
術
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
た
だ
し
、
の
ち
ほ
ど
戦
果

報
告
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
士

官
は
、
当
直
以
外
は
土
曜
午
後

外
出
、
日
曜
夕
刻
帰
隊
が
規
定

で
あ
っ
た
。
や
が
て
手
術
跡
も

癒
え
た
こ
ろ
、
私
も
勇
ん
で
当

時
海
軍
初
級
士
官
行
き
つ
け
の

軍
の
方
針
に
従
わ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
先
生
も
あ
っ
て
、
そ
れ

で
も
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
授
業
で

「
自
由
、
平
等
、
博
愛
！
」
と

強
調
さ
れ
た
先
生
の
強
い
印
象

が
残
っ
て
い
る
。
で
も
、
そ
の

時
は
洗
脳
さ
れ
て
い
た
私
に

は
、
先
生
の
気
持
ち
は
理
解
で

き
な
か
っ
た
。

幸
い
、
校
長
先
生
は
大
学
に

い
て
、
戦
争
が
激
し
く
な
っ
て

疎
開
で
小
松
に
来
ら
れ
た
方

で
、
自
由
、
自
治
の
本
質
を
身

に
つ
け
て
お
ら
れ
、
戦
時
中
は

肩
身
の
狭
い
思
い
を
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う

が
、
戦
後
は
民
主
的
な
自
治
活

動
を
指
導
さ
れ
、
私
た
ち
に
古

い
体
質
が
し
み
つ
い
て
い
る
こ

と
を
知
ら
さ
れ
た
。

部
活
動
も
復
活
し
た
が
、
私

は
庭
球
部
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

に
入
っ
た
け
れ
ど
、
コ
ー
ト
作

り
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
し
、
ラ
ケ
ッ
ト
も
な
か
な
か

手
に
入
ら
ず
、
ガ
ッ
ト
が
切
れ

て
も
修
理
も
で
き
ず
に
、
切
れ

た
ま
ま
で
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
い

た
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。

１
○

２
×
正
し
く
は
１
９
５
１
年

（
女
61
・
4
歳
、
男

58
・
0
歳
）

３
×
正
し
く
は
３
回
（
東
京

五
輪
、札
幌
冬
季
五
輪
、

長
野
冬
季
五
輪
）

４
○

５
×
国
鉄
は
１
９
８
７
年
に

分
割
民
営
化

１
①
不
逞
の
輩
（
年
頭
あ
い

さ
つ
の
中
で
労
働
運
動

を
す
る
人
に
対
し
て
）

２
②
声
な
き
声
（
岸
首
相
の

「
声
な
き
民
の
声
を
聞

く
」
の
発
言
が
反
発
を

呼
ん
だ
）

３
②
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん

（
国
会
証
人
喚
問
で
証

人
が
連
発
し
た
）

戦
後
60
周
年
ク
イ
ズ

〈
流
行
語
〉（
１０
面
）
の
答
え

戦
後
60
周
年

○
×
ク
イ
ズ
（
９
面
）
の
答
え

（
九
面
に
続
く
）



だ
ろ
う
。
日
本
は
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
も
な
い
最
悪
の
時
代

に
入
っ
て
い
た
。
満
州
事
変
、

日
支
事
変
、
太
平
洋
戦
争
と
打

ち
続
く
戦
争
で
、
す
べ
て
が
戦

争
モ
ー
ド
で
、
庶
民
の
生
活
は

犠
牲
に
さ
れ
て
い
た
。
食
料
は

な
い
、
着
る
も
の
は
な
い
、
学

校
の
教
科
書
も
な
い
と
い
う
時

代
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
学
徒
動
員
令
が
施
行

さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
十
三
歳
か

ら
小
松
製
作
所
や
飛
行
場
建
設

に
駆
り
出
さ
れ
た
。

戦
況
は
大
勝
利
と
の
偽
り
の

報
道
の
み
で
、
事
実
は
何
も
知

ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、
一
九
四
五

年
十
四
歳
で
敗
戦
と
き
た
。

感
受
性
の
敏
感
な
こ
の
時
期

に
、
開
戦
か
ら
敗
戦
、
そ
し
て

戦
後
の
混
乱
期
を
モ
ミ
ク
チ
ャ

に
さ
れ
な
が
ら
、
年
中
、
物
心

共
に
ひ
も
じ
い
中
に
放
り
出
さ

れ
た
。
今
の
時
代
か
ら
は
、
と

神
楽
坂
の
廓
（
く
る
わ
）、
は

や
る
一
物
押
さ
え
つ
つ
、
勇
猛

果
敢
に
突
進
し
た
。
遂
に
大
艦

撃
破
、戦
果
多
い
に
上
が
っ
た
、

と
、後
日
先
輩
に
素
直
に
報
告
、

そ
れ
で
一
人
前
の
海
軍
士
官
だ

と
、
一
件
落
着
と
相
な
っ
た
。

や
が
て
海
軍
省
か
ら
一
通
の

電
報
が
届
い
た
。「
第
八
五
一

航
空
隊
付
を
命
ず
」と
あ
っ
た
。

早
速
部
隊
の
所
在
を
調
べ
た

ら
、
現
在
ラ
ボ
ー
ル
駐
留
、
ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
の
撤
退
作
戦
に
参

加
中
と
あ
っ
た
。
早
速
ラ
ボ
ー

ル
行
き
の
便
を
求
め
て
海
軍
省

に
向
か
っ
た
。
幸
い
、
南
方
方

面
に
向
か
う
旅
客
便
を
確
保
で

き
た
。
そ
れ
は
、
羽
田
発
、
台

北
、
香
港
、
海
南
島
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ス
ラ
バ
ヤ
行
き
の
約

一
週
間
の
、
し
か
も
、
い
つ
敵

機
と
遭
遇
す
る
や
も
知
れ
ぬ
危

険
な
旅
で
も
あ
っ
た
。

さ
て
、
懐
具
合
は
、
土
浦
航

空
隊
を
出
る
時
、
概
算
旅
費
と

し
て
七
百
円
、
出
征
時
に
恥
を

か
く
な
と
母
が
く
れ
た
三
百

円
、計
千
円
を
懐
に
し
て
い
た
。

当
時
、
小
学
校
の
校
長
の
月
給

が
八
十
円
の
時
代
。
若
気
の
至

り
と
言
お
う
か
、
そ
れ
と
も
、

激
戦
地
に
向
か
う
一
種
の
恐
怖

心
が
そ
う
駆
り
立
て
た
の
か
、

飛
行
便
待
ち
の
十
日
間
、
毎
晩

通
い
慣
れ
た
神
楽
坂
へ
と
登

楼
、
大
和
撫
子
と
の
別
れ
を
惜

し
ん
だ
。

や
が
て
飛
び
立
っ
た
航
空
便

も
、
幸
い
敵
機
に
も
遭
わ
ず
、

一
週
間
後
ス
ラ
バ
ヤ
に
着
い

た
。
次
の
ラ
ボ
ー
ル
行
き
の
便

を
探
し
求
め
た
ら
、
何
と
第
八

五
一
航
空
隊
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル

の
作
戦
を
終
え
、
一
部
先
遣
隊

が
当
ス
ラ
バ
ヤ
に
着
い
て
い
る

と
の
こ
と
。
早
速
連
絡
、
無
事

着
任
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

さ
に
天
運
と
い
う
外
な
か
っ

た
。
さ
て
財
布
は
と
出
し
て
見

た
ら
、
こ
れ
ま
た
何
と
、
確
か

に
持
っ
た
は
ず
の
千
円
が
、
度

重
な
る
豪
遊
に
底
を
つ
い
て
い

た
。
こ
れ
も
戦
争
と
い
う
非
喜

劇
で
あ
ろ
う
。

第
八
五
一
航
空
隊
と
は
、
わ

が
海
軍
唯
一
の
超
大
型
飛
行
艇

の
部
隊
で
、
長
距
離
偵
察
爆
撃

に
出
動
し
た
。私
の
着
任
早
々
、

部
隊
は
ス
マ
ト
ラ
の
シ
ボ
ル
ガ

と
い
う
漁
港
の
町
に
移
動
し
、

こ
こ
を
基
地
に
遠
く
ア
フ
リ
カ

沿
岸
ま
で
偵
察
爆
撃
に
出
動
し

た
。や

が
て
戦
況
は
攻
守
所
を
変

え
、
わ
が
部
隊
も
追
わ
れ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
さ
ら
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ダ
バ
オ
と
敗
走
を
重

ね
、
つ
い
に
マ
ニ
ラ
近
郊
の
キ

ヤ
ビ
テ
と
い
う
軍
港
に
至
っ

た
。
す
で
に
飛
行
艇
は
全
滅
、

残
る
基
地
員
は
や
む
無
く
、
全

員
海
兵
隊
に
衣
替
え
し
た
。

当
時
、
マ
ニ
ラ
湾
に
は
二
百

隻
余
の
艦
船
が
駐
留
し
て
い
た

が
、
あ
る
日
突
然
の
敵
機
空
襲

に
一
隻
も
残
ら
ず
、
全
部
海
の

藻
屑
と
消
え
、
陸
上
の
わ
が
海

軍
部
隊
も
さ
な
が
ら
阿
鼻
叫
喚

の
世
界
で
あ
っ
た
。
爆
風
で
手

足
の
な
い
兵
士
、
頭
半
分
吹
き

飛
ば
さ
れ
た
兵
士
、
う
め
き
声

一
つ
あ
げ
な
い
者
、
お
母
さ
ん

と
叫
ぶ
者
、
お
び
た
だ
し
い
生

と
死
の
は
ざ
ま
に
、
軍
医
と
し

て
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
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（
八
面
の
続
き
）

（
十
面
に
続
く
）

「
こ
れ
は
助
か
る
」「
こ
れ
は
助

か
ら
な
い
」
の
生
と
死
の
判
別

し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
明
け

方
よ
う
や
く
終
わ
っ
た
時
、
医

師
と
し
て
の
空
し
さ
が
込
み
上

げ
て
き
た
。

そ
の
こ
ろ
、
敵
は
マ
ニ
ラ
遥

か
北
方
レ
イ
テ
に
上
陸
南
下
し

つ
つ
あ
る
と
の
情
報
に
、
わ
が

部
隊
は
改
め
て
陸
戦
隊
を
再
編

成
し
、
レ
イ
テ
へ
向
か
え
と
の

命
令
で
あ
っ
た
。
そ
の
準
備
に

大
わ
ら
わ
の
そ
の
時
、
海
軍
省

か
ら
一
通
の
電
報
が
届
い
た
、

「
登
谷
軍
医
中
尉
舞
鶴
鎮
守
府

付
き
を
命
ず
」
で
あ
っ
た
。
一

瞬
う
れ
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き

た
が
、
当
時
、
船
も
飛
行
機
も

無
く
、
さ
て
と
悩
ん
だ
。
約
一

週
間
ほ
ど
し
た
時
、
突
然
爆
音

と
共
に
一
機
の
小
型
飛
行
艇
が

見
え
た
。早
速
桟
橋
に
走
っ
た
。

三
十
分
で
引
き
返
す
と
、
よ
ろ

し
く
頼
む
と
、
す
で
に
準
備
し

た
ト
ラ
ン
ク
を
持
っ
て
飛
び
乗

っ
た
。
す
で
に
米
軍
は
沖
縄
に

上
陸
し
て
い
た
の
で
、
遠
く
東

支
那
か
ら
朝
鮮
の
上
を
通
り
、

辛
う
じ
て
鹿
児
島
湾
に
着
水
し

た
。晴
れ
渡
っ
た
桜
島
を
眺
め
、

内
地
の
空
気
を
思
い
き
り
吸
っ

た
、
母
が
祈
っ
て
く
れ
た
か
、

た
だ
た
だ
天
運
に
感
謝
す
る
し

か
な
か
っ
た
。

今
年
、戦
後
六
十
年
を
迎
え
、

か
つ
て
大
和
撫
子
と
も
戦
っ
た

歴
戦
の
勇
士
も
、
研
ぎ
澄
ま
し

た
自
前
の
名
刀
も
萎
え
、
齢
八

十
四
歳
を
迎
え
、
感
慨
ひ
と
し

お
で
あ
る
。

広
島
の
二
人 

粟
倉
　
武（
輪
島
市
・
内
科
） 

今
ま
で
心
に
秘
め
て
い
た
こ

と
で
す
が
、
保
険
医
協
会
の
お

す
す
め
に
賛
同
し
、
拙
文
で
す

が
、
ご
一
読
く
だ
さ
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

私
は
昭
和
十
七
年
四
月
よ

り
、
一
年
間
は
敦
賀
歩
兵
連
隊

に
短
期
現
役
軍
医
（
二
年
間
）

と
し
て
勤
務
、
昭
和
十
八
年
四

月
よ
り
広
島
市
宇
品
に
新
し
く

編
成
さ
れ
た
暁
部
隊
（
陸
軍
船

舶
部
隊
病
院
船
そ
の
他
輸
送
な

ど
）
の
海
上
輸
送
第
六
大
隊

（
漁
船
使
用
）
に
転
属
し
、
北

千
島
幌
筵
（
ほ
ろ
む
し
ろ
）
島

（
当
地
は
正
式
の
日
本
領
土
）、

北
海
道
の
網
走
、
余
市
、
浦
河
、

紋
別
、
釧
路
、
根
室
な
ど
を

転
々
と
し
ま
し
た
。

仕
事
は
兵
、
軍
属
の
診
療
以

外
に
防
疫
の
業
務
が
主
で
、
毛

布
消
毒
（
シ
ラ
ミ
）
、
検
便

（
広
島
宇
品
向
い
の
似
島
で
細

菌
学
を
た
た
き
込
ま
れ
て
培
地

造
り
、
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
と

勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
）
な
ど

を
し
て
い
ま
し
た
。

北
千
島
で
は
Ｂ
2
9
の
爆
撃

が
あ
り
、
戦
争
末
期
の
根
室
で

は
、昭
和
二
十
年
七
月
十
四
日
、

十
五
日
の
二
日
間
、
米
軍
艦
載

機
の
攻
撃
を
受
け
、機
銃
掃
射
、

焼
夷
弾
を
落
と
さ
れ
た
。
二
日

目
に
は
町
の
周
囲
に
油
を
ま
か

れ
焼
夷
弾
を
落
と
さ
れ
、
街
の

八
割
（
現
輪
島
市
街
地
の
半
分

位
か
）
が
焼
野
原
と
な
り
、
後

に
残
っ
た
の
は
造
り
の
立
派
な

土
蔵
が
少
し
と
、
七
輪
が
あ
ち

こ
ち
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た

の
が
今
で
も
目
に
浮
か
び
ま

す
。戦

死
者
（
町
民
も
）
も
多
数

あ
り
、
多
忙
な
軍
医
の
日
々
で

し
た
。

そ
の
後
、遺
骨
宰
領
の
た
め
、

下
士
官
二
人
（
四
国
出
身
？
）

が
、
広
島
市
の
暁
部
隊
司
令
部

に
行
く
こ
と
に
な
り
、そ
の
時
、

部
隊
長
が
二
人
共
遺
骨
の
任
務

が
終
っ
た
ら
故
郷
の
お
母
さ
ん

の
顔
を
よ
く
見
て
元
気
で
帰
隊

せ
よ
と
の
命
令
が
あ
り
、
二
人

は
に
こ
に
こ
顔
で
部
隊
長
に
申

告
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
当
時

の
こ
と
で
す
か
ら
、
国
鉄
で
何

日
か
か
っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
（
四
〜
五
日
？
）、
運
悪
く

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
午
前
八

時
十
五
分
、
あ
の
原
爆
に
被
爆

し
た
由
（
当
時
は
特
殊
爆
弾
と

言
っ
て
い
た
）、
も
ち
ろ
ん
戦

死
で
す
。
こ
れ
は
後
に
十
月
ご

ろ
、
根
室
の
部
隊
で
知
っ
た
確

実
な
情
報
で
す
。
私
た
ち
の
部

隊
は
十
月
末
ま
で
色
々
の
軍
の

理
由
（
千
島
列
島
の
日
本
人
の

た
め
）
で
、
根
室
の
郊
外
の
横

穴
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
あ

の
時
の
二
人
の
嬉
し
そ
う
な
顔

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
兵
の
少

な
い
部
隊
で
す
か
ら
、
軍
医
の

私
は
皆
知
っ
て
い
ま
し
た
。

暁
部
隊
の
司
令
部
は
、
爆
心

地
（
病
院
）
や
今
の
原
爆
ド
ー

ム
よ
り
少
し
宇
品
寄
り
の
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

今
の
広
島
市
を
観
光
？
す
る

と
、
だ
ん
だ
ん
当
時
を
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
こ
の
広
島
の

原
爆
悲
劇
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

戦
争
は
い
や
で
す
。
昨
夜
一

緒
に
呑
ん
だ
若
い
戦
友
が
今
日

は
胸
を
撃
た
れ
て
死
体
の
現

実
。し

か
し
、
近
ご
ろ
の
世
界
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、
昔

有
名
な
方
が
言
っ
た
「
国
家
は

最
高
の
道
徳
だ
」
と
い
う
言
葉

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
軍
医
は

原
隊
で
は
経
理
将
校
軍
医
と
序

列
は
一
番
左
翼
で
し
た
が
、
爆

撃
下
で
は
一
番
働
き
、
ま
た
、

私
た
ち
の
防
疫
の
仕
事
は
「
チ

フ
ス
」「
発
疹
チ
フ
ス
「
パ
ラ

チ
フ
ス
」「
赤
痢
」
そ
の
他
の

予
防
で
大
事
な
仕
事
だ
っ
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私

の
別
の
暁
部
隊
の
軍
医
（
今
は

亡
き
富
山
の
方
）
さ
ん
の
機
転

で
、
約
二
千
人
の
兵
が
玉
砕
せ

ず
助
か
っ
た
事
実
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
余
談
で
す
。

遺
骨
は
全
部
、
皆
同
時
に
焼

か
れ
て
一
つ
の
箱
に
入
れ
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
似
島
は
新
幹

線
の
窓
か
ら
こ
ん
も
り
し
て
よ

く
見
え
ま
す
。
石
川
県
で
も
上

海
事
変
な
ど
で
軍
人
と
し
て
行

か
れ
た
方
は
、
こ
こ
で
帰
還
時

必
ず
検
疫
を
受
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
は
ず

で
す
。

最
後
ま
で
お
読
み
下
さ
い
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

戦
後
６０
周
年 

　
　
○
×
歴
史
ク
イ
ズ 

正
し
け
れ
ば
○
、間
違
っ
て
い
た
ら
×
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

１
　
終
戦
直
後
１
９
４
５
年
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
は

『
日
米
会
話
手
帖
』 

２
　
日
本
人
（
女
性
）
の
平
均
寿
命
が
60
歳
を
超
え

た
の
は
、
戦
後
10
年
目
の
1
9
5
5
年 

３
　
こ
れ
ま
で
日
本
で
開
催
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

２
回
で
あ
る 

４
　
第
１
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
た

1
9
5
5
年
、
第
１
回
全
国
母
親
大
会
も
開
か

れ
た 

５
　
1
9
8
5
年
、
日
本
電
信
電
話
公
社
、
日
本
専

売
公
社
、
国
鉄
が
民
営
化
さ
れ
た （

答
え
８
面
） 

時
代
は
一
変
し
て 

一
九
三
一
年
生
／
K
Y
生 

わ
が
家
に
は
、
六
十
年
前
と

同
じ
く
高
校
と
中
学
に
入
っ
た

ば
か
り
の
十
六
歳
と
十
三
歳
の

孫
が
い
る
。
毎
日
ク
ラ
ブ
や
塾

な
ど
で
、
慌
た
だ
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
る
。

敗
戦
六
十
年
の
今
、
そ
の
当

時
と
比
較
し
て
、
今
と
の
乖
離

の
余
り
に
大
き
い
の
に
驚
く
ば

か
り
だ
。

私
た
ち
の
場
合
、
一
九
四
三

年
、
十
二
歳
で
希
望
に
胸
ふ
く

ら
ま
せ
て
中
学
に
入
学
は
し
た

も
の
の
、
時
期
が
悪
か
っ
た
の



一
九
三
九
年
、
私
は
旧
朝
鮮

慶
尚
南
道
金
海
郡
金
海
邑
會
見

里
一
一
八
番
地
で
生
ま
れ
た
。

金
海
は
古
代
の
駕
洛
國
の
都

で
、
金
海
金
氏
一
族
の
本
貫
の

地
で
あ
る
。
釜
山
金
海
国
際
空

港
が
あ
る
洛
東
江
西
側
の
広
大

な
平
野
が
金
海
郡
で
あ
る
。

私
は
二
歳
の
時
に
、
朝
鮮
半

島
最
南
端
の
慶
尚
南
道
固
城
郡

固
城
邑
城
内
里
に
移
転
し
た
。

固
城
郡
は
巨
済
島
の
北
西
、
鎮

海
灣
の
西
、
統
営
市
（
旧
忠
武
）

の
北
隣
に
あ
る
。
古
く
は
駕
洛

國
の
分
国
、
小
伽
耶
國
の
都
で

あ
り
、
固
城
両
班
と
固
城
五
広

大
（
風
刺
仮
面
劇
）
の
地
で
も

あ
る
。
気
性
の
激
し
い
慶
尚
道

に
あ
っ
て
穏
や
か
な
土
地
柄
と

言
わ
れ
て
い
る
。

父
は
、
杉
と
苔
で
有
名
な
小

松
市
日
用
谷
の
有
川
家
の
次
男

坊
と
し
て
生
ま
れ
た
。
旧
松
任

農
学
校
を
卒
業
し
た
後
、一
時
、

学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
新
天
地
を
求
め
、
あ
の

悪
名
高
い
東
洋
拓
殖
株
式
会
社

に
勤
務
し
て
い
た
。
東
拓
固
城

農
場
長
社
宅
は
固
城
の
町
の
中

戦
争
）
の
始
ま
っ
た
の
が
中
学

一
年
生
の
時
で
、
国
を
挙
げ
て

の
戦
時
体
制
下
、
学
校
で
も
教

科
に
軍
事
教
練
（
退
役
軍
人
に

よ
る
兵
隊
ご
っ
こ
指
導
）
が
加

わ
り
、
校
内
に
設
け
た
銃
器
庫

か
ら
三
八
式
小
銃
や
村
田
銃
、

は
て
は
木
製
銃
剣
ま
で
持
ち
出

し
て
、
校
庭
に
並
ん
で
エ
イ

ッ
・
ヤ
ァ
ー
と
や
っ
た
。多
分
、

国
内
が
戦
場
化
し
た
場
合
に
備

え
て
の
予
行
だ
っ
た
と
す
れ

ば
、
当
時
す
で
に
敗
戦
も
予
想

し
て
の
指
導
だ
っ
た
の
か
。
中

学
校
卒
業
生
の
中
の
何
割
か

が
、
陸
軍
士
官
学
校
か
海
軍
兵

学
校
を
受
験
し
た
。

終
戦
後
か
ら
始
ま
っ
た
壮
絶

な
食
糧
難
時
代
、
わ
が
家
で
も

食
物
の
調
達
に
明
け
暮
れ
る
何

年
か
で
あ
っ
た
。
育
ち
盛
り
の

子
ど
も
四
人
と
医
院
従
業
員
を

抱
え
て
、
両
親
は
思
い
つ
く
限

り
の
人
脈
を
頼
り
に
周
辺
の
農

家
か
ら
物
々
交
換
で
芋
や
豆
、

魚
を
か
き
集
め
、
一
日
一
人
一

合
八
勺
の
配
給
米
の
足
し
に
し

た
。
医
療
用
の
単
シ
ロ
ッ
プ
や

澱
粉
も
貴
重
品
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
の
父
親
が
面
白

い
。
優
し
く
静
か
な
外
見
な
が

ら
、
意
外
と
内
面
熱
血
漢
だ
っ

た
父
は
、
戦
時
中
は
襖
に
「
鬼

畜
米
英
」
と
貼
紙
し
た
り
、
気

に
く
わ
ぬ
欧
米
人
の
新
聞
写
真

に
墨
を
塗
っ
た
り
し
て
い
た

が
、
戦
後
は
い
ち
早
く
英
字
新

聞
と
契
約
し
読
み
取
っ
た
。
高

て
も
想
像
で
き
な
い
異
常
な
時

代
で
あ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
そ
ん
な
時
代
で
も

私
た
ち
に
は
目
標
が
あ
っ
た
。

戦
争
に
負
け
て
の
善
し
あ
し
は

分
か
ら
な
い
が
、
日
本
が
勝
つ

ま
で
は
と
頑
張
り
ぬ
い
た
。
私

た
ち
は
栄
え
あ
る
小
松
中
学
生

と
し
て
、
誇
り
と
自
覚
を
持
っ

て
一
生
懸
命
に
生
き
て
き
た
と

自
負
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
切
羽
詰

ま
っ
た
時
代
に
、
私
た
ち
を
支

え
て
き
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。

当
時
の
制
服
は
、
国
防
色
と

か
い
う
カ
ー
キ
色
に
統
一
さ
れ

て
い
た
。
戦
闘
帽
に
織
り
目
の

荒
い
ド
ン
ゴ
ロ
ス
袋
の
よ
う
な

詰
め
襟
の
制
服
、
通
学
は
地
下

足
袋
に
巻
き
脚
絆
と
、
日
本
男

子
す
べ
か
ら
く
こ
の
ス
タ
イ
ル

だ
っ
た
。
で
も
、
わ
が
中
学
の

制
服
に
は
、
袖
に
二
本
の
白
線

が
縫
い
込
ま
れ
て
い
た
。
当
時

こ
れ
に
あ
こ
が
れ
、
こ
れ
に
誇

り
を
感
じ
、
そ
し
て
学
生
と
し

て
の
品
位
を
保
た
し
め
た
原
因

の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

か
。
か
く
し
て
私
は
、
人
の
気

持
ち
を
支
え
る
の
は
物
品
で
は

な
く
、
精
神
的
ア
ド
バ
イ
ス
す

な
わ
ち
激
励
の
方
が
効
果
的
で

は
な
い
か
と
思
う
。

そ
れ
か
ら
六
十
年
、
時
代
は

一
変
し
た
。
物
は
有
り
余
り
、

浪
費
が
美
徳
と
さ
れ
る
時
代
に

な
っ
た
。
そ
し
て
日
本
人
は
、

モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
の
感
性
が
麻
痺

し
て
し
ま
っ
た
。
人
を
あ
や
め

て
も
自
分
の
思
い
を
満
た
そ
う

と
す
る
輩
の
多
く
な
っ
た
の
が

嘆
か
わ
し
い
。
毎
日
が
そ
ん
な

報
道
で
一
杯
だ
か
ら
、
メ
デ
ィ

ア
は
こ
と
さ
ら
そ
ん
な
風
潮
を

煽
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な

ら
な
い
。
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（
九
面
の
続
き
）

（
十
一
面
に
続
く
）

混
乱
期
を
生
き
て 

安
藤
　
良 

一 

（
金
沢
市
・
内
科
） 

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ

た
六
十
年
前
の
記
憶
を
問
わ
れ

た
が
、
大
方
は
忘
却
の
彼
方
の

本
人
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
、
読

者
に
は
「
年
寄
り
の
昔
物
語
」

と
し
か
と
ら
れ
な
い
の
で
は
？

と
思
い
な
が
ら
ペ
ン
を
取
っ
て

み
よ
う
。

自
分
な
り
の
年
表
を
振
り
返

る
作
業
は
、私
の
場
合
は
容
易
。

な
ぜ
な
ら
昭
和
元
年
生
ま
れ

（
実
は
大
正
十
五
年
十
二
月
）

だ
か
ら
、
終
戦
の
昭
和
十
九
年

は
十
九
歳
と
計
算
で
き
る
。
旧

制
高
等
学
校
の
二
年
生
で
あ

る
。愛

知
県
は
鳴
海
（
な
る
み
）

地
方
の
片
田
舎
に
あ
っ
た
一
軍

事
工
場
に
学
徒
動
員
さ
れ
て
い

て
、
終
戦
の
詔
勅
を
ラ
ジ
オ
で

聞
い
た
。
昨
日
ま
で
の
戦
闘
機

エ
ン
ジ
ン
製
造
工
場
の
騒
々
し

さ
が
、
一
夜
に
し
て
嘘
の
よ
う

に
静
ま
り
返
り
、
周
り
中
が
異

常
な
虚
脱
感
に
襲
わ
れ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。
な
ぜ
か
危
機
感

は
な
く
、
た
だ
こ
れ
で
故
郷
に

帰
ら
れ
る
と
の
安
堵
が
あ
っ

た
。日

支
事
変
（
日
本
と
支
那
の

校
で
は
ド
イ
ツ
語
専
攻
だ
っ
た

私
が
便
乗
す
れ
ば
良
か
っ
た
の

に
、
戦
後
に
染
ま
っ
た
反
体
制

思
想
の
た
め
に
、
英
語
不
得
意

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
今
に
な
っ

て
も
響
い
て
い
る
。

最
近
、
憲
法
九
条
や
二
十
五

条
の
論
議
が
か
し
ま
し
い
が
、

正
直
言
っ
て
戦
後
何
十
年
も
の

間
、
私
に
と
っ
て
は
こ
の
素
晴

ら
し
い
日
本
国
憲
法
の
存
在
す

ら
意
識
し
な
い
年
月
で
あ
っ

た
。
庶
民
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ

ど
に
平
和
な
半
世
紀
だ
っ
た
と

も
言
え
る
わ
け
で
、
戦
中
、
戦

後
の
混
乱
期
に
青
春
時
代
を
生

き
た
私
の
年
齢
の
者
た
ち
が
、

若
い
人
た
ち
に
自
ら
の
体
験
を

継
承
す
る
作
業
は
、
確
か
に
有

意
義
と
思
わ
れ
る
。

六
十
年
前
の
空
腹 

井
沢
　
宏
夫（
金
沢
市
・
内
科
） 

親
し
い
中
国
人
の
ド
ク
タ
ー

が
、
僕
に
「
先
生
も
、
敗
戦
時

長
春
市
内
で
迷
子
に
な
っ
て
い

た
ら
、
今
ご
ろ
は
中
国
奥
地
で

農
民
に
な
っ
て
い
た
よ
」
と
か

ら
か
う
。

事
実
、
僕
は
生
後
五
歳
ま
で

長
春
で
過
ご
し
た
。
父
は
、
満

州
国
吉
林
省
の
役
人
だ
っ
た
。

終
戦
後
一
年
を
経
過
し
て
、
昭

和
二
十
一
年
の
夏
、
日
本
人
の

引
き
揚
げ
が
始
ま
っ
た
。
集
団

で
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
無
蓋
貨
物
列
車

に
乗
せ
ら
れ
、
何
日
も
か
か
っ

て
港
に
着
き
、
興
安
丸
に
乗
船

し
た
。
船
の
中
で
麦
飯
と
ワ
カ

メ
の
味
噌
汁
を
食
っ
た
が
、
美

味
だ
っ
た
こ
と
を
今
も
記
憶
し

て
い
る
。
引
き
揚
げ
て
く
る
途

中
は
、
よ
ほ
ど
粗
悪
な
食
事
を

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
歳
の
幼
児
の
記
憶
は
き
わ

め
て
断
片
的
で
、
時
に
は
大
人

た
ち
の
話
や
古
い
写
真
な
ど
で

補
足
さ
れ
た
り
修
飾
さ
れ
た
り

し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
記
憶

が
正
確
か
ど
う
か
定
か
で
な

い
。両
親
と
兄
の
四
人
家
族
は
、

命
か
ら
が
ら
金
沢
の
母
の
実
家

に
居
候
と
し
て
た
ど
り
着
い

た
。年

が
明
け
て
昭
和
二
十
二
年

に
入
学
し
た
。
入
学
時
の
ク
ラ

ス
全
員
の
写
真
が
あ
る
が
、
み

な
粗
末
な
身
な
り
で
、
痩
せ
て

い
て
裸
足
だ
。
こ
の
時
代
の
写

真
は
、こ
れ
一
枚
の
み
で
あ
る
。

飢
餓
状
態
と
言
え
ば
大
げ
さ
に

な
る
が
、
い
つ
も
腹
が
減
っ
て

い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
し
ば

し
ば
、
蒸
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
が

主
食
だ
っ
た
。
味
噌
汁
に
小
麦

粉
団
子
を
落
と
し
た
ス
イ
ト
ン

（
水
団
）
も
頻
繁
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
に
は
、
給
食

の
つ
も
り
か
昼
食
代
わ
り
に
ア

メ
リ
カ
製
の
分
厚
い
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー

ス
が
出
さ
れ
た
。
始
め
て
食
べ

る
ア
メ
リ
カ
製
の
食
べ
物
で
あ

っ
た
。
当
時
の
金
沢
の
家
の
セ

ド
（
背
戸
・
裏
庭
）
に
は
、
果

実
の
木
が
植
え
て
あ
っ
た
。
祖

母
の
家
の
裏
庭
に
は
、ザ
ク
ロ
、

グ
ミ
、
ミ
カ
ン
、
イ
チ
ジ
ク
の

木
が
あ
っ
た
。
ミ
カ
ン
は
小
粒

で
酸
っ
ぱ
く
て
ま
ず
か
っ
た

が
、
グ
ミ
は
少
量
だ
が
美
味
だ

っ
た
。
イ
チ
ジ
ク
の
木
は
大
き

く
毎
年
た
わ
わ
に
実
が
な
り
、

夏
に
は
毎
日
オ
ヤ
ツ
に
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
た
。
今
で
も
、
イ
チ

ジ
ク
を
見
る
と
吐
き
気
を
催

す
。確

か
で
は
な
い
が
三
、
四
年

生
ご
ろ
に
学
校
給
食
が
始
ま
っ

た
。
コ
ッ
ペ
パ
ン
に
カ
レ
ー
汁

（
今
な
ら
、
ナ
ン
と
カ
リ
ー
）、

め
っ
た
汁
の
取
り
合
せ
は
ま
っ

た
く
食
欲
が
湧
か
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
か
、
学
校
で
鯨
由
来

と
い
う
「
肝
油
」
な
る
も
の
も

飲
ま
さ
れ
た
。

家
で
の
オ
ヤ
ツ
は「
乾
パ
ン
」

か
ボ
ン
菓
子
だ
っ
た
。
結
構
腹

持
ち
が
よ
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
夕
食
の
メ
イ
ン
デ
イ
シ
ュ

は
、
イ
ワ
シ
が
記
憶
に
残
る
。

焼
い
た
り
煮
た
り
ゆ
で
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。
限
ら
れ
た

貧
し
い
食
材
と
貧
し
い
懐
具
合

の
中
で
、
母
が
苦
労
し
て
工
夫

し
た
料
理
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

昭
和
二
十
七
、
八
年
ご
ろ
ま
で

は
、
金
沢
の
下
町
の
子
ど
も
の

食
生
活
は
、
こ
れ
に
近
か
っ
た

の
で
な
い
か
と
思
う
。

小
学
校
時
代
を
通
し
て
「
教

え
子
を
再
び
戦
争
へ
送
り
出
さ

な
い
」
と
誓
っ
た
先
生
方
か
ら

徹
底
し
た
「
平
和
教
育
」
を
受

け
た
。
原
爆
の
阿
鼻
叫
喚
地
獄

の
子
ど
も
た
ち
の
話
、
東
京
空

襲
で
焼
夷
弾
の
焼
け
野
原
の
死

屍
累
累
の
話
な
ど
「
二
度
と
戦

争
は
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
教

戦
後
６０
周
年
ク
イ
ズ 

　
　
　
　
〈
流
行
語
〉 

次
の
事
項
に
関
連
し
て
生
ま
れ
た
流
行
語
は
そ
れ
ぞ

れ
①
②
の
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
。 

１
　
1
9
4
7
年
、
吉
田
首
相
が
公
言
し
た 

　
　
①
不
逞
の
輩
　
　
②
バ
カ
ヤ
ロ
ー 

２
　
１
９
６
０
年
の
安
保
闘
争
の
な
か
で 

　
　
①
ヤ
ン
キ
ー
ゴ
ー
ホ
ー
ム 

　
　
②
声
な
き
声 

３
　
１
９
７
６
年
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
か
ら 

　
　
①
私
は
嘘
は
申
し
ま
せ
ん 

　
　
②
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん 

（
答
え
８
面
） 

え
ら
れ
た
が
、
一
体
誰
が
戦
争

を
起
こ
し
た
の
か
？
わ
れ
わ
れ

は
被
害
者
な
の
か
？
加
害
者
な

の
か
？
な
ど
、
六
十
年
後
ま
で

他
国
に
遺
恨
を
残
す
問
題
な

ど
、
ま
っ
た
く
教
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
僕
は
て
っ
き
り
日
本
は

「
戦
争
の
被
害
国
」
と
信
じ
て

育
っ
た
。

固
　
城 

有
川
　
功（
白
山
市
・
整
形
） 



戦
争
の
末
期
に
な
っ
て
、
物

資
の
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
。
武

器
弾
薬
を
作
る
た
め
に
、
お
寺

の
釣
り
鐘
は
も
と
よ
り
、
金
属

製
の
道
具
は
日
常
使
用
し
て
い

た
物
ま
で
も
が
供
出
さ
れ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
猿
山
灯
台
下
の
吉

浦
村
の
磯
に
、
直
径
一
メ
ー
ト

ル
あ
ま
り
の
鉄
球
が
時
化
で
打

ち
上
げ
ら
れ
た
ま
ま
一
年
余
り

放
置
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
十
九

年
十
二
月
に
な
っ
て
も
ま
だ
あ

ま
り
腐
蝕
し
て
い
な
か
っ
た
こ

の
鉄
球
を
弾
丸
の
原
料
に
供
出

し
よ
う
と
、
吉
浦
村
の
人
た
ち

が
大
勢
で
網
を
付
け
て
引
き
上

げ
よ
う
と
し
た
時
、
突
如
大
爆

発
が
起
こ
り
十
三
人
の
人
た
ち

が
爆
死
し
た
。
周
囲
は
血
や
肉

片
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
と
い

う
。
そ
の
鉄
球
は
、
ブ
イ
で
は

な
く
機
雷
だ
っ
た
の
だ
。
網
を

引
い
た
り
後
ろ
に
回
っ
て
押
し

た
り
し
て
い
て
即
死
し
た
の

は
、
徴
用
さ
れ
な
か
っ
た
村
長

を
含
む
初
老
の
男
性
三
人
と
、

四
十
歳
台
か
ら
二
十
歳
台
の
女

性
十
人
だ
っ
た
。
当
時
は
報
道

管
制
が
敷
か
れ
て
い
た
の
で
、

近
隣
の
村
以
外
に
こ
の
悲
惨
な

大
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
は
伝
え
ら

れ
ず
、
私
は
吉
浦
か
ら
山
を
越

え
て
父
を
訪
ね
て
き
た
人
が
、

囲
炉
裏
端
で
父
に
そ
の
時
の
様

子
を
ひ
そ
ひ
そ
語
る
の
を
か
た

わ
ら
で
聞
い
て
い
て
怖
く
て
震

え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

翌
年
、
私
は
輪
島
中
学
へ
入

学
し
た
。
中
学
と
い
っ
て
も
授

業
と
て
ほ
と
ん
ど
無
く
、
一
日

な
ん
ぞ
や
と
今
ま
で
聞
い
た
こ

と
も
無
い
言
葉
を
猫
な
で
声
で

説
明
し
だ
し
た
の
で
す
。以
降
、

ど
ん
な
に
偉
そ
う
な
こ
と
を
言

っ
て
る
人
も
、
保
身
の
た
め
に

は
君
子
豹
変
す
る
こ
と
を
身
を

も
っ
て
知
り
ま
し
た
。
今
で
も

そ
の
手
の
話
は
眉
唾
で
聴
い
て

い
ま
す
。

最
近
、
死
後
と
思
っ
て
い
た

教
育
勅
語
が
リ
ー
ダ
ー
の
口
か

ら
幽
霊
の
よ
う
に
飛
び
出
し
た

り
、
教
育
現
場
で
国
家
、
国
旗

が
強
制
さ
れ
る
の
を
見
聞
き
す

る
と
、
も
と
来
た
道
へ
の
危
惧

感
が
強
く
な
り
ま
す
。
彼
ら
に

も
う
一
度
『
聞
け
わ
た
つ
み
の

声
』
を
読
ん
で
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

心
に
あ
り
、
百
貨
店
、
警
察
、

郡
疔
の
裏
通
り
に
あ
っ
た
。
広

い
庭
を
持
つ
社
宅
の
周
辺
は
、

高
い
塀
と
門
で
守
ら
れ
て
い

た
。
塀
の
外
を
取
り
巻
く
よ
う

に
朝
鮮
人
（
当
時
）
が
住
ん
で

お
り
、
大
き
い
罵
り
声
が
絶
え

ず
聞
こ
え
て
い
た
。
塀
を
よ
じ

登
っ
て
隣
家
を
覗
く
と
、
平
屋

建
て
家
屋
で
と
っ
く
み
あ
い
の

夫
婦
喧
嘩
で
あ
っ
た
。

戦
争
中
、
固
城
に
は
空
爆
は

な
く
、
戦
争
の
生
臭
さ
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
時

折
、
百
貨
店
、
郡
庁
と
警
察
に

面
す
る
広
い
通
り
で
、
出
征
兵

士
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
た
。
日

本
人
学
校
の
運
動
会
で
、
戦
車

に
見
立
て
た
荷
車
に
手
榴
弾
を

投
げ
つ
け
る
種
目
も
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
は
、
お
も
ち
ゃ
の
武

器
を
携
え
た
兵
隊
ご
っ
こ
で
あ

っ
た
。
農
場
長
社
宅
が
大
勢
の

デ
モ
隊
に
襲
わ
れ
、
次
々
と
丸

太
ん
棒
が
投
げ
込
ま
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
、

日
本
人
の
終
戦
と
敗
戦
、
朝
鮮

人
の
解
放
と
光
復
。
こ
の
日
、

日
本
人
と
現
地
朝
鮮
人
の
立
場

が
逆
転
し
た
。
固
城
で
は
、
光

復
（
ク
ワ
ン
ボ
ク
）
を
祝
う
盛

大
な
デ
モ
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
白
い
韓
服
の
大
集
団
に
驚

い
た
。
東
拓
社
宅
の
門
を
閉
ざ

し
、
門
の
隙
間
か
ら
沸
き
返
る

デ
モ
隊
を
見
た
。
そ
の
後
、
わ

れ
わ
れ
は
防
空
壕
に
い
ろ
い
ろ

な
物
品
を
投
げ
込
み
、
燃
や
し

続
け
た
。
父
は
、
残
務
整
理
が

あ
る
と
の
こ
と
で
居
残
っ
た

が
、わ
が
家
族
は
そ
の
日
の
夜
、

静
か
な
固
城
灣
か
ら
木
製
の
小

舟
で
逃
亡
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
船
底
に
隱
れ
て
息
を
ひ
そ
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（
十
面
の
続
き
）

（
十
二
面
に
続
く
）

め
、
慶
尚
南
道
南
端
の
南
海

（
ナ
メ
）
の
島
々
の
間
を
縫
っ

て
釜
山
を
目
指
し
た
。
釜
山
で

は
東
拓
の
上
司
の
家
に
居
候
し

た
。
約
一
カ
月
間
、
関
釜
連
絡

船
の
搭
乗
の
順
番
を
待
っ
た
。

大
邱
で
の
引
き
継
ぎ
を
終
え

て
、
父
も
釜
山
で
合
流
し
た
。

玄
界
灘
を
渡
り
、
超
満
員
の

興
安
丸
を
降
り
て
、
博
多
埠
頭

に
上
陸
す
る
と
、
街
は
焼
け
野

原
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
数
日
、

順
番
を
待
ち
、
こ
れ
ま
た
超
満

員
の
汽
車
に
潜
り
込
ん
だ
。
列

車
は
、
原
爆
投
下
後
の
広
島
を

避
け
て
、
遠
回
り
を
し
つ
つ
、

数
日
か
け
て
小
松
市
の
粟
津
駅

に
た
ど
り
着
い
た
。

一
九
九
一
年
、
ま
だ
韓
国
語

が
話
せ
な
か
っ
た
こ
ろ
、
四
十

六
年
ぶ
り
に
大
韓
民
国
の
固
城

を
訪
れ
た
。
記
憶
に
あ
る
門
も

家
も
塀
垣
も
な
か
っ
た
。
あ
の

朝
鮮
動
乱
の
時
、
郡
庁
と
警
察

を
狙
っ
た
北
の
爆
弾
が
、
旧
東

拓
農
場
長
社
宅
に
落
下
し
、
炎

上
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

夕
焼
け
が 

　
　
　
北
の
空
に 

炭
谷
　
治
郎（
野
々
市
町
・
産
婦
人
科
） 

こ
れ
は
、
終
戦
の
年
に
体
験

し
た
富
山
の
空
襲
の
夜
空
の
光

景
で
し
た
。
京
都
と
金
沢
は
除

い
て
、
富
山
の
よ
う
な
軍
需
工

場
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
す
べ
て

攻
撃
の
対
象
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
ど
こ
の
校
庭
に
も
数
箇
所

の
防
空
壕
が
掘
ら
れ
て
、
窒
息

す
る
な
ん
て
こ
と
を
口
に
出
す

人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
未
だ

に
不
思
議
な
の
で
す
が
、
通
っ

て
い
た
馬
場
小
学
校
が
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
で
あ
っ
た

こ
と
で
す
。

荷
馬
車
の
轍
も
庭
の
鉄
製
の

扉
も
、
金
具
類
は
す
べ
て
お
国

の
た
め
に
供
出
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
親
父
が
東
京
の
百
貨

店
か
ら
大
阪
へ
転
勤
に
な
り
、

そ
の
う
ち
戦
争
が
激
し
く
な

り
、
百
貨
店
が
消
滅
し
造
船
所

へ
勤
め
る
よ
う
に
な
り
、
女
、

子
ど
も
は
里
帰
り
と
な
っ
た
の

で
す
。
授
業
時
間
を
割
い
て
農

家
の
手
助
け
に
と
い
っ
て
、
鳴

和
方
面
の
田
ん
ぼ
へ
イ
ナ
ゴ
狩

り
出
か
け
ま
し
た
。
採
取
し
た

そ
の
イ
ナ
ゴ
が
焼
か
れ
て
、
醤

油
を
付
け
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の
汁

と
と
も
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
も

う
戦
争
も
末
期
症
状
で
し
た
。

空
襲
警
報
発
令
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
る
と
、
誰
も
が
防
空
頭
巾

を
か
ぶ
り
、
各
々
が
決
め
ら
れ

た
箇
所
に
乾
パ
ン
な
ど
の
入
っ

た
携
帯
袋
を
肩
か
ら
下
げ
て
避

難
し
た
も
の
で
す
。
灯
火
管
制

で
灯
り
を
外
へ
漏
ら
そ
う
も
の

な
ら
、
班
長
さ
ん
に
怒
鳴
ら
れ

ま
し
た
。
警
戒
警
報
解
除
に
な

る
と
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た

が
、
サ
イ
レ
ン
の
音
に
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
に
な
り
ま
し
た
。
サ
イ
レ

ン
の
音
が
耳
か
ら
離
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
後
、
金
沢
も
危
な
く
な

り
集
団
疎
開
か
縁
故
疎
開
を
選

択
さ
せ
ら
れ
、
親
戚
を
頼
っ
て

辰
口
の
三
ツ
屋
へ
転
居
し
、
そ

こ
で
八
月
十
五
日
、
天
皇
陛
下

の
お
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。
男

性
は
い
な
く
て
モ
ン
ペ
姿
の
女

性
た
ち
が
ラ
ジ
オ
の
前
に
集
ま

っ
て
、
声
を
出
し
て
泣
き
出
し

た
の
で
、
敗
戦
だ
と
直
感
し
ま

し
た
。

広
島
に
八
月
六
日
、
長
崎
に

八
月
九
日
、原
爆
が
投
下
さ
れ
、

そ
の
脅
威
と
恐
怖
に
愕
然
と
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
日
本
は
全
滅

せ
ず
に
、
多
大
の
犠
牲
を
払
っ

て
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
し
ょ
う
。
挙
国
一
致
し
て
、

最
後
の
血
の
一
滴
ま
で
戦
う
こ

と
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か

ら
。
耐
え
難
き
を
耐
え
、
忍
び

が
た
き
を
忍
ん
だ
悲
惨
な
戦
争

が
終
わ
っ
て
も
、
復
興
ま
で
に

は
長
い
年
月
と
計
り
知
れ
な
い

労
力
が
費
や
さ
れ
ま
し
た
。

戦
時
中
お
よ
び
戦
後
の
物
不

足
に
比
べ
て
、
今
の
豊
か
さ
を

幸
せ
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
戦
争
を
体
験
し
た
人

だ
け
で
し
ょ
う
か
。
油
も
不
足

し
て
い
て
、
帰
国
の
ガ
ソ
リ
ン

を
入
れ
ず
に
爆
弾
を
積
ん
で
飛

び
立
っ
て
い
っ
た
特
攻
隊
の
兵

士
た
ち
の
こ
と
等
々
を
思
い
起

こ
す
と
き
、
戦
争
は
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
起
こ
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
科

学
が
発
達
し
て
戦
争
も
様
変
わ

り
し
、
瞬
時
に
決
着
が
つ
き
、

一
国
が
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と

が
起
こ
り
か
ね
ま
せ
ん
。
広
島

の
原
爆
ド
ー
ム
、
長
崎
の
浦
上

天
主
堂
、
そ
し
て
沖
縄
の
地
下

壕
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
と
戦
争
の

爪
痕
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
続
け

て
、
永
久
の
平
和
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

も
と
来
た
道
へ
の 

危
惧
感
が 和

田
　
耕（
中
能
登
町
・
内
科
） 

終
戦
時
、
私
は
旧
制
羽
咋
中

学
三
年
生
。
小
学
校
入
学
時
か

ら
天
皇
は
神
、
日
本
は
神
の
国

で
あ
る
か
ら
敵
が
攻
め
て
き
て

も
神
風
が
吹
い
て
撃
退
し
て
く

れ
る
と
教
え
込
ま
れ
、
信
じ
切

っ
て
い
た
軍
国
少
年
で
し
た
。

登
校
、
下
校
時
、
明
治
天
皇
の

歌
を
朗
読
し
、
神
武
か
ら
大
正

ま
で
の
天
皇
の
名
を
算
数
の
九

九
の
よ
う
に
暗
唱
さ
せ
ら
れ
、

記
念
日
に
は
直
立
不
動
、
頭
を

た
れ
て
教
育
勅
語
を
間
か
さ
れ

ま
し
た
。
中
学
入
学
後
、
剣
道
、

柔
道
、
銃
剣
術
、
軍
事
教
練
の

授
業
が
あ
り
、
校
舎
の
一
隅
に

鍵
の
掛
か
る
武
器
庫
が
あ
っ

て
、
中
に
は
村
田
銃
、
騎
兵
銃
、

三
八
式
歩
兵
銃
が
保
管
し
て
あ

り
、
銃
の
分
解
、
組
み
立
て
、

弾
の
込
め
方
、
射
撃
姿
勢
な
ど

を
訓
練
さ
れ
、
千
里
浜
の
崖
に

は
実
弾
射
撃
場
も
あ
り
ま
し

た
。現

役
の
青
年
将
校
も
配
属
さ

れ
、戦
陣
訓
を
暗
唱
さ
せ
ら
れ
、

「
貴
様
ら
は
死
ぬ
時
は
天
皇
陛

下
万
歳
と
叫
ん
で
死
ね
」
が
、

口
癖
で
し
た
。

小
銃
、
帯
剣
の
完
全
武
装
で

夕
方
六
時
校
門
を
出
て
、
朝
六

時
ご
ろ
帰
る
徹
夜
の
山
越
え
行

軍
（
約
三
十
キ
ロ
）
で
は
、
歩

き
な
が
ら
眠
り
、
川
に
落
ち
る

生
徒
も
い
ま
し
た
。

三
年
の
四
月
か
ら
、
学
徒
動

員
で
加
賀
の
勅
使
村
国
民
学
校

藤
堂
に
寝
泊
り
し
な
が
ら
、
滝

ケ
原
採
石
場
の
洞
窟
に
疎
開
し

て
い
た
呉
海
軍
工
廠
第
三
火
薬

工
場
（
魚
雷
用
の
黄
色
火
薬
製

造
）
ま
で
往
復
八
キ
ロ
、
徒
歩

で
通
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
空
腹
で
、
死
ぬ
ま

で
に
一
度
で
い
い
か
ら
白
い
米

を
満
腹
す
る
ま
で
食
べ
た
い
、

食
べ
た
い
の
毎
日
で
し
た
。

当
時
の
日
課
は
、
ま
ず
朝
起

き
る
時
ゆ
っ
く
り
と
掛
け
布
団

を
ま
る
め
て
、
飛
び
出
し
て
く

る
ノ
ミ
を
つ
ぶ
し
、
次
に
下
着

の
縫
い
目
に
潜
ん
で
い
る
血
を

吸
っ
て
黒
く
膨
れ
あ
が
っ
た
シ

ラ
ミ
を
つ
ぶ
す
こ
と
で
し
た
。

富
山
が
爆
撃
さ
れ
た
り
、
真
夏

の
青
空
を
Ｂ
2
9
爆
撃
機
が
、

た
だ
一
機
、
飛
行
機
雲
を
引
き

な
が
ら
、
悠
々
と
飛
ん
で
来
る

の
を
見
る
と
、
一
抹
の
不
安
が

あ
り
ま
し
た
が
、
た
だ
た
だ
空

腹
を
抱
え
て
の
そ
の
日
暮
ら
し

で
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

八
月
末
、
家
に
帰
り
、
九
月

に
学
校
が
再
開
さ
れ
ま
し
た

が
、こ
の
時
か
ら
私
の
価
値
観
、

人
生
観
は
百
八
十
度
変
わ
り
ま

し
た
。
あ
れ
ほ
ど
偉
そ
う
な
こ

と
を
言
っ
て
い
た
指
導
者
、
鬼

畜
米
英
を
倒
す
た
め
喜
ん
で
死

ね
と
教
え
た
教
師
（
両
親
よ
り

も
尊
敬
し
て
い
た
）。
彼
ら
は

終
戦
を
境
に
日
本
は
民
主
主
義

の
国
で
あ
り
、
民
主
主
義
と
は

何
も
言
え
な
か
っ
た 

大
和
　
一 

成（
門
前
町
・
精
神
科
） 



の
大
半
は
軍
か
ら
派
遣
さ
れ
た

配
属
将
校
の
主
導
に
よ
る
軍
事

教
練
で
明
け
暮
れ
た
。
運
動
場

を
銃
を
持
っ
て
走
っ
た
り
這
い

回
っ
た
り
し
た
あ
と
の
下
宿
の

芋
や
南
瓜
の
雑
炊
で
は
腹
が
減

り
過
ぎ
て
夜
も
眠
れ
ず
、
家
へ

無
性
に
帰
り
た
く
な
っ
て
何
度

も
涙
を
流
し
た
。

あ
る
朝
、
汽
車
通
学
で
穴
水

か
ら
通
っ
て
い
た
友
人
が
、
教

室
へ
入
っ
て
来
る
な
り
興
奮
し

た
様
子
で
言
っ
た
。

「
昨
夜
一
晩
中
、
海
の
向
こ

う
の
空
が
真
っ
赤
だ
っ
た
。
き

っ
と
富
山
が
空
襲
で
や
ら
れ
た

ら
し
い
ぞ
」。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

は
た
ち
ま
ち
教
室
じ
ゅ
う
に
ひ

ろ
が
っ
た
。
昼
、
校
庭
の
私
た

ち
が
整
列
し
て
い
る
前
へ
こ
の

友
人
が
呼
び
出
さ
れ
た
。
配
属

将
校
が
大
声
で
怒
鳴
っ
た
。

「
貴
様
が
流
言
飛
語
を
ま
き

散
ら
し
た
の
は
利
敵
行
為
だ
。

貴
様
は
鬼
畜
米
英
の
間
諜
な
の

か
」。

鉄
拳
が
友
人
の
顔
に
飛
ん

だ
。
友
人
が
地
面
に
卒
倒
す
る

ま
で
、
そ
れ
は
続
い
た
。

私
た
ち
の
並
ん
で
い
る
校
庭

の
前
の
道
路
を
は
さ
ん
で
向
こ

う
側
に
、
中
島
飛
行
機
輪
島
工

場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ベ
ニ

ヤ
板
で
作
ら
れ
た
飛
行
機
の
尾

翼
が
馬
車
に
載
せ
ら
れ
て
ゆ
っ

く
り
駅
の
方
へ
運
ば
れ
て
い
く

の
が
見
え
た
。
い
つ
か
そ
れ
を

見
て
い
た
同
級
生
の
一
人
が
何

気
な
く「
や
あ
木
の
飛
行
機
だ
」

と
言
っ
た
の
が
運
悪
く
こ
の
配

属
将
校
の
耳
に
入
っ
て
殴
ら
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
貴
様
は

軍
の
機
密
を
な
ん
と
心
得
る
」

と
、
将
校
は
気
の
狂
っ
た
よ
う

に
少
年
を
殴
っ
た
。

私
た
ち
は
そ
ん
な
光
景
を
見

な
が
ら
、
何
の
感
傷
も
無
く
、

空
白
な
頭
の
ま
ま
で
時
間
の
過

ぎ
る
の
を
待
っ
て
、
じ
っ
と
立

ち
つ
く
し
て
い
た
。

そ
の
年
の
夏
休
み
に
戦
争
が

終
わ
っ
た
。
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私
は
福
井
市
の
順
化
国
民
学

校
六
年
生
だ
っ
た
。
防
空
頭
巾

を
携
え
通
学
し
て
い
た
。
三
月

十
日
に
米
空
軍
の
東
京
大
空
襲

で
百
万
人
が
罹
災
し
、
死
者
は

八
万
人
に
上
っ
た
。
四
月
一
日

米
軍
が
沖
縄
に
上
陸
、
そ
の
艦

隊
に
爆
弾
を
抱
え
て
体
当
た
り

を
す
る
神
風
特
攻
機
が
襲
い
か

か
っ
た
。
今
、
米
軍
は
イ
ラ
ク

で
自
爆
テ
ロ
に
お
び
え
て
い
る

が
、
六
十
年
前
は
逃
げ
場
の
な

い
海
上
で
、
恐
怖
寸
前
の
状
況

に
あ
っ
た
。

私
も
激
戦
の
旧
制
福
井
中
学

を
受
験
し
入
学
し
た
が
、
ゲ
ー

ト
ル
を
巻
い
て
登
校
し
、
配
属

将
校
の
軍
事
教
練
と
芦
原
の
飛

行
場
建
設
の
日
々
で
あ
っ
た
。

五
月
七
日
に
枢
軸
ド
イ
ツ
が

降
伏
し
た
が
、
戦
争
を
続
け
本

土
決
戦
に
備
え
る
日
本
の
戦
意

喪
失
を
は
か
る
空
爆
が
主
要
都

市
か
ら
地
方
に
拡
大
し
、
福
井

も
七
月
十
九
日
「
空
の
要
塞
一

三
二
九
」
百
二
十
機
の
焼
夷
弾

の
無
差
別
爆
撃
を
受
け
、
市
の

真
ん
中
で
逃
げ
出
せ
ず
に
猛
炎

の
狭
間
で
辛
く
も
生
き
延
び

た
。
そ
の
体
験
は
『
石
川
医
報
』

二
〇
〇
四
年
一
月
一
日
号
「
却

火
に
耐
え
て
」、
四
月
一
日
号

「
屍
は
つ
も
り
て
」
に
詳
述
し

た
。原

爆
が
八
月
六
日
に
広
島

へ
、
九
日
に
は
長
崎
に
投
下
さ

れ
、
死
者
は
二
十
二
万
人
を
超

え
、
ソ
連
が
不
可
侵
条
約
を
破

っ
て
満
州
を
席
巻
し
た
た
め
、

つ
い
に
八
月
十
五
日
正
午
の

「
玉
音
放
送
」
に
な
っ
た
。
炎

天
下
、
直
立
し
て
聞
い
た
が
、

詔
勅
は
難
解
で
、
続
く
解
説
で

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
降
伏
し

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
燈
火
管

制
で
暗
闇
の
街
が
、
そ
の
夜
か

ら
戸
が
開
け
放
た
れ
、
焼
跡
の

バ
ラ
ッ
ク
の
灯
に
命
を
感
じ

た
。空

襲
前
に
受
験
し
た
大
阪
陸

軍
幼
年
学
校
か
ら
合
格
通
知
が

き
た
り
混
乱
し
て
い
た
が
、
八

月
三
十
日
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元

帥
を
総
司
令
官
に
四
十
万
人
の

占
領
軍
が
進
駐
し
、
九
月
二
日

に
東
京
湾
に
浮
か
ぶ
米
戦
艦
ミ

ズ
ー
リ
号
上
で
降
伏
文
書
の
調

印
式
が
行
わ
れ
、
五
百
八
十
九

万
人
の
帝
国
軍
隊
の
武
装
解
除

と
復
員
が
始
ま
り
、
こ
の
う
ち

三
百
十
四
万
人
は
海
外
か
ら
帰

国
し
た
。
廃
虚
の
街
に
軍
服
姿

の
復
員
兵
が
あ
ふ
れ
、
闇
市
で

雑
炊
や
古
着
が
売
ら
れ
、
戦
災

孤
児
の
靴
磨
き
、
ガ
ー
ド
下
に

パ
ン
パ
ン
ガ
ー
ル
が
立
ち
、

R
ailroad

crossin
g

な
ど
の
交

通
標
識
が
反
射
し
、
Ｇ
Ｉ
の
運

転
す
る
ジ
ー
プ
が
走
り
回
っ

た
。九

月
十
一
日
に
連
合
国
総
司

令
部
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
東
条
英
機
元
首

相
ら
三
十
九
人
の
戦
犯
の
逮
捕

を
命
令
し
、
二
十
七
日
に
天
皇

の
方
か
ら
米
大
使
館
に
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
を
訪
問
し
、
モ
ー
ニ
ン

グ
姿
の
天
皇
と
略
装
で
背
の
高

い
司
令
官
が
並
ぶ
新
聞
の
写
真

が
国
民
に
衝
撃
を
与
え
た
。

そ
れ
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
政
治
・

信
教
・
民
権
の
自
由
・
婦
人
解

放
、
軍
財
閥
の
解
体
、
農
地
解

放
な
ど
の
民
主
化
を
進
め
る

が
、
国
民
は
飢
え
て
、
着
物
を

次
々
売
っ
て
食
い
つ
な
ぐ
タ
ケ

ノ
コ
生
活
も
種
が
尽
き
、
十
一

月
に
は
日
比
谷
公
園
で
餓
死
対

策
国
民
大
会
が
開
か
れ
、「
米

よ
こ
せ
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
林

立
し
た
。

教
育
革
命
も
性
急
で
、
男
女

共
学
の
新
制
中
学
と
高
校
の

六
・
三
・
三
制
に
な
り
、
新
制

高
校
は
ま
ず
福
中
と
福
井
高
女

の
統
合
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
全

県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
秀
才
と
才

媛
が
突
然
一
緒
に
な
り
、
は
じ

め
の
戸
惑
い
も
面
映
ゆ
い
思
い

出
で
あ
る
。
翌
年
は
学
区
制
に

変
更
さ
れ
、
各
地
に
分
散
し
た

こ
の
一
学
年
の
一
年
間
だ
け
の

同
窓
生
が
毎
年
集
ま
っ
て
い
る

の
は
、
得
難
い
青
春
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
で
あ
ろ
う
か
。

海
が
真
っ
白
に 

辻
口
　
昇
先
生
か
ら
の
聞
き
取
り
原
稿 

（
本
稿
は
、
七
尾
市
中
島
町
に
あ
る
特
養
「
秀
楽
苑
」
お

よ
び
老
健
「
寿
老
園
」
理
事
長
、
辻
口
昇
先
生
の
お
話
を
事

務
局
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
）

私
は
昭
和
三
年
、
鹿
西
町
の

生
ま
れ
で
、
現
在
七
十
六
歳
で

す
。
十
七
歳
の
昭
和
二
十
年
四

月
に
中
学
四
年
生
で
海
軍
兵
学

校
に
入
学
し
、
そ
の
四
カ
月
後

に
終
戦
を
迎
え
、
終
戦
と
同
時

に
金
沢
医
科
大
学
附
属
医
学
専

門
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
医
者
に
な
っ
て
か
ら

の
戦
争
体
験
と
い
う
の
は
無

く
、
本
当
に
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
、
十
七
歳
で
迎
え
た
終
戦
ま

で
が
、
私
の
戦
争
体
験
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
学
校
の
こ
ろ
の
体
験
と
い

え
ば
、
防
空
壕
に
入
る
練
習
や

爆
弾
の
種
類
を
教
え
ら
れ
た

り
、
運
動
場
で
食
料
生
産
を
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。近

所
の
男
の
人
た
ち
が
次
々

に
見
送
ら
れ
て
出
兵
し
、
こ
と

ご
と
く
戦
死
し
て
い
ま
し
た
。

私
の
兄
も
戦
死
し
ま
し
た
。
中

学
校
の
先
生
も
兵
学
校
に
何
人

送
り
出
す
か
と
い
う
の
は
名
誉

で
、
学
校
の
誇
り
で
し
た
ね
。

で
す
か
ら
、
終
戦
ま
で
の
子
ど

も
時
代
は
、
物
不
足
で
生
活
苦

を
極
め
た
戦
争
真
っ
盛
り
の
時

代
で
し
た
。

兵
学
校
の
あ
っ
た
江
田
島
湾

周
辺
に
は
日
本
海
軍
の
残
存
す

る
貴
重
な
軍
艦
が
数
艦
非
難
修

理
し
て
い
ま
し
た
が
、
米
軍
爆

撃
機
の
格
好
の
的
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
兵
学
校
後
ろ
の
古
鷹

山
に
は
防
空
壕
が
た
く
さ
ん
掘

ら
れ
て
い
て
、
空
襲
の
た
び
に

非
難
し
た
も
の
で
す
。

あ
る
日
、
軍
艦
が
空
襲
さ
れ

た
あ
と
を
見
て
み
る
と
、
浮
か

ん
で
い
る
は
ず
の
軍
艦
の
姿
が

ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
ず
、
海
が

真
っ
白
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
な
ん
で
だ
と
思
い

ま
す
か
。
米
軍
が
海
に
落
と
し

た
爆
弾
に
よ
っ
て
、
死
ん
だ
り

気
絶
し
た
魚
が
水
面
を
埋
め
尽

く
し
た
ん
で
す
よ
。
不
思
議
な

光
景
で
し
た
。
も
っ
と
も
一
万

ト
ン
ク
ラ
ス
の
軍
艦
の
主
砲
が

空
爆
で
ぐ
に
ゃ
り
と
曲
が
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
海
の
中
の
魚

な
ん
か
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
と
き
は
、
防
空
壕
に
も

機
銃
攻
撃
さ
れ
、
同
級
生
が
一

人
死
に
ま
し
た
し
、
兵
学
校
の

建
物
も
攻
撃
さ
れ
て
有
名
な
軍

人
も
何
人
か
殺
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
呉
の
町
が
空
襲
で
真
っ

赤
に
焼
き
尽
く
さ
れ
る
の
を
見

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

兵
学
校
で
も
う
一
つ
印
象
的

な
体
験
が
あ
り
ま
す
。
江
田
島

湾
で
カ
ッ
タ
ー（
小
型
ボ
ー
ト
）

訓
練
を
し
て
い
た
と
き
に
、
い

わ
ゆ
る
「
ピ
カ
ド
ン
」
を
見
ま

し
た
。日
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

広
島
の
方
向
が
ピ
カ
ッ
と
光

り
、
あ
と
で
キ
ノ
コ
雲
が
上
が

っ
た
の
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
広
島
に
落
と
さ

れ
た
原
子
爆
弾
だ
と
い
う
こ
と

を
あ
と
で
知
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
と
き
は
、
大
型
の
弾
薬
庫

が
爆
発
し
た
ん
だ
ろ
う
と
か
、

新
型
の
爆
弾
だ
ろ
う
か
と
か
憶

測
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

教
官
た
ち
は
た
だ
ご
と
で
は
な

い
こ
と
を
察
知
し
て
「
す
ぐ
に

行
か
な
け
れ
ば
・
・
・
」
と
、

訓
練
途
中
に
広
島
の
方
に
向
か

っ
た
よ
う
で
し
た
け
ど
、
も
し

広
島
に
入
っ
て
い
れ
ば
被
爆
し

た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
長
崎
に
も
原
子
爆

弾
が
落
と
さ
れ
て
終
戦
に
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
も
う
少
し
戦

争
が
長
引
け
ば
、
私
も
生
き
て

い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
銅
鑼 

　
　
　
　
　
　
響
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
白
い
波 

　
　
　
　
　
　
　
ざ
わ
め
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ー
ゲ
海 

　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
メ
ス
号
に 

　
　
　
　
　
　
カ
モ
メ
も
伴
走
す
る 

　
　
　
潮
風
に
翼
広
げ
飛
び
立
た
ん 

 

　
　
日
本
も
ミ
ニ
・
ク
ル
ー
ズ
が
あ
っ
た 

　
岸
壁
に
佇
む
人
と
別
れ
を
惜
し
ん
で 

テ
ー
プ
に
こ
と
ば
を
載
せ
て
余
韻
を
残
す 

　
　
道
草
の
な
い
人
生
航
路
見
つ
め
て 

時
の
流
れ
の
一
時
を
　
船
旅
で
過
ご
す
時 

　
　
戦
後
六
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て 

広
島
湾
の
南
十
字
星
号
ミ
ニ
・
ク
ル
ー
ズ 

　
　
江
田
島
で
特
殊
潜
行
艇
見
つ
め
て 

　
特
攻
隊
は
魚
雷
と
な
り
青
春
が
消
え
た 

　
　
母
上
様
と
綴
っ
た
遺
書
に
涙
し
て 

 

　
　
　
　
ク
ル
ー
ズ
で
得
ら
れ
た
教
訓 

　
　
　
　
　
先
人
の
犠
牲
の
上
に
あ
る 

　
　
　
　
　
平
和
で
波
静
か
な
内
海 

　
　
　
　
　
　
船
の
神
な
ら
厳
島 

　
　
　
　
　
　
社
殿
の
浮
き
板 

　
　
　
　
　
　
　
　
満
潮
時
の 

　
　
　
　
　
　
　
波
を
消
し 

　
　
　
　
　
　
　
朱
塗
の 

　
　
　
　
　
　
　
鳥
居 

　
　
　
　
　
　
　
不
動
。 

（
平
成
十
七
年
七
月
十
八
日
「
海
の
日
」
を
前
に
） 

ミ
ニ
・
ク
ル
ー
ズ 

　
　
　
高
橋
サ
ブ
ロ
ー
（『
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
』
会
員
） 
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な
が
き
一
瞬 

会員投稿 

宮
田
　
勝
（
金
沢
市
・
歯
科
口
腔
外
科
） 

子
を
殴（
う
）ち
し

な
が
き
一
瞬
天
の
蝉
　
不
死
男

子
ど
も
虐
待
件
数
は
全
国
的

に
急
増
し
て
い
る
。
石
川
県
も

例
外
で
は
な
く
、
二
〇
〇
三
年

度
の
児
童
相
談
所
の
相
談
処
理

件
数
は
、
二
〇
〇
二
年
度
に
比

べ
四
割
増
の
百
八
十
八
件
を
数

え
る
。
本
年
三
月
に
は
県
健
康

福
祉
部
か
ら
『
関
係
者
の
た
め

の
子
ど
も
虐
待
防
止
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
が
配
布
さ
れ
、
早
期
発

見
・
早
期
対
応
体
制
の
強
化
が

計
ら
れ
て
い
る
。

掲
出
句
は
、
虐
待
の
句
で
は

な
い
。
子
に
対
す
る
愛
情
の
句

で
あ
る
。
七
歳
の
息
子
が
悪
い

こ
と
を
し
た
の
で
一
度
だ
け
た

た
い
た
。す
ぐ
に
そ
の
あ
と
で
、

と
げ
の
よ
う
に
胸
に
刺
さ
っ
て

取
れ
な
い
よ
う
な
不
快
さ
が
襲

っ
た
。
一
瞬
が
一
時
間
に
も
匹

敵
す
る
よ
う
な
長
さ
に
思
え
た

と
い
う
。
殴
っ
た
あ
と
の
、
し

ん
と
し
た
淋
し
さ
悲
し
さ
。
自

己
嫌
悪
に
陥
っ
た
。
天
か
ら
ふ

り
そ
そ
ぐ
蝉
の
声
は
、
ま
さ
し

く
天
啓
で
あ
ろ
う
。
胸
に
沁
み

渡
っ
て
離
れ
な
い
。
親
の
子
に

対
す
る
愛
情
の
深
さ
が
自
然
と

句
に
表
出
さ
れ
た
。
一
九
三
九

年
の
作
で
あ
る
。

秋
元
不
死
男
は
、
私
の
最
初

の
俳
句
の
先
生
で
あ
る
。
高
一

時
代
に
溯
る
。
当
時
の
受
験
雑

誌
に
は
俳
句
欄
が
あ
っ
た
。

四
月
某
日
、
あ
る
高
校
で
創

立
記
念
日
の
講
演
を
す
る
機
会

イ
ン
ド
の
南
東
に
浮
か
ぶ
島

国
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
か
つ
て
は

セ
イ
ロ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
一
九
七
二
年
に
英
連
邦
内

自
治
領
セ
イ
ロ
ン
か
ら
完
全
独

立
を
機
会
に
、
国
名
を
ス
リ
ラ

ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
に

改
称
し
ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ

と
は
、「
光
り
輝
く
島
」
と
い

う
意
味
で
す
。
北
海
道
ほ
ど
の

面
積
に
千
九
百
万
人
あ
ま
り
が

住
ん
で
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
昨
年
の

十
二
月
二
十
六
日
、
ス
マ
ト
ラ

沖
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が

発
生
し
、
こ
の
ス
リ
ラ
ン
カ
を

突
然
の
大
津
波
が
襲
い
ま
し

た
。
こ
の
津
波
は
、
島
の
南
西

部
か
ら
南
部
に
か
け
て
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ス

リ
ラ
ン
カ
で
の
死
者
は
三
万
八

千
人
、
行
方
不
明
者
は
五
千
六

百
人
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
地
の
言
葉
で
も「
ツ
ナ
ー
ミ
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ツ
ナ
ミ

が
世
界
共
通
語
に
な
っ
て
い
る

と
は
皮
肉
な
も
の
で
す
。

こ
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
津
波
被

害
に
対
し
て
、
一
月
早
々
、
日

本
医
療
生
協
部
会
は
第
一
次
支

援
隊
を
ス
リ
ラ
ン
カ
に
派
遣
し

ま
し
た
。
第
二
次
支
援
隊
が
二

月
十
日
か
ら
十
三
日
に
派
遣
さ

れ
、
私
の
所
属
す
る
全
日
本
民

主
医
療
機
関
連
合
会
に
、
一
緒

に
支
援
し
な
い
か
と
呼
び
か
け

を
得
た
。
演
題
は
医
療
の
話
で

は
な
く
て
、俳
句
の
話
で
あ
る
。

あ
る
雑
誌
に
、「
俳
句
と
医
療
」

と
い
う
医
療
面
接
の
エ
ッ
セ
イ

を
書
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
専

門
俳
人
で
な
い
ゆ
え
の
俳
句
の

話
は
不
安
で
は
あ
っ
た
。

レ
ジ
ュ
メ
の
完
成
は
案
の

定
、
前
夜
と
な
っ
た
。「
俳
句

と
の
出
会
い
」「
俳
句
歳
時
記
」

「
俳
句
と
は
」「
先
人
の
句
、
師

の
句
を
読
む
」「
俳
句
を
詠
む
」

の
五
つ
の
内
容
を
試
み
た
。
題

し
て
「『
俳
句
の
楽
し
さ
、
豊

か
さ
』
―
読
む
こ
と
か
ら
詠
む

こ
と
へ
」
と
し
た
。
私
の
考
え

方
は
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。
俳

句
は
五
七
五
と
い
う
世
界
最
短

詩
型
で
あ
る
が
、
小
さ
な
器
で

大
き
な
時
空
間
を
詠
う
も
の
で

あ
る
。
芭
蕉
は
、「
発
句
は
取

り
合
は
せ
物
な
り
。
二
つ
取
り

合
は
せ
て
、
よ
く
と
り
は
や
す

を
上
手
と
云
ふ
な
り
」と
い
う
。

取
り
合
わ
せ
は
、
二
つ
の
も
の

の
足
し
算
効
果
で
は
な
く
て
、

掛
け
算
効
果
を
ね
ら
う
も
の
で

あ
り
、
一
句
の
主
題
と
は
ま
る

き
り
違
っ
た
も
の
を
取
り
掛
け

る
こ
と
で
、
そ
こ
に
思
い
が
け

な
い
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。

例
句
と
し
て
、
芭
蕉
の
「
暑

き
日
を
海
に
入
れ
た
り
最
上

川
」
の
句
の
推
敲
過
程
と
掲
出

句
を
採
り
上
げ
た
。「
子
を
殴

っ
た
」
こ
と
と
「
天
の
蝉
」
は

実
は
何
も
関
係
が
な
い
。
遠
い

関
係
で
あ
る
。
取
り
合
わ
せ
た

の
だ
。
七
歳
の
子
の
背
丈
な
ら

ば
、「
天
の
蝉
」
で
は
な
く
て
、

傍
に
咲
く
「
サ
ル
ビ
ア
燃
ゆ
」

で
も
「
向
日
葵
揺
れ
」
で
も
良

か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
子
と

父
の
近
距
離
の
横
の
関
係
に
対

し
て
、天
の
蝉
と
詠
う
こ
と
で
、

高
い
位
置
に
い
る
蝉
の
遠
距
離

の
縦
の
関
係
を
掛
け
合
わ
せ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
大
き
な
時

空
間
が
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

か
。
俳
句
の
も
つ
力
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。

六
百
五
十
人
の
聴
衆
に
ど
れ

だ
け
の
理
解
が
得
ら
れ
た
か
は

定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
子

を
殴
っ
た
一
瞬
を
一
時
間
の
長

き
に
感
じ
ら
れ
た
と
い
う
親
の

気
持
ち
だ
け
は
伝
わ
っ
た
よ
う

だ
。
そ
ん
な
大
人
に
成
長
し
て

ゆ
く
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、「
な
が
き

一
瞬
」と
い
う
把
握
は
上
手
い
。

時
代
を
超
え
て
、
名
句
は
新
た

な
感
慨
を
付
与
し
て
く
れ
る
。

ツ
ナ
ー
ミ
と
カ
リ
ー 

会員投稿 

原
　
和
人
（
金
沢
市
・
外
科
） 

が
あ
り
、
私
と
事
務
局
次
長
が

同
行
し
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
十
三
の
医

療
生
協
の
病
院
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
回
津
波
の
被
害

に
あ
っ
た
南
部
に
あ
る
ゴ
ー
ル

生
協
病
院
と
マ
ー
タ
ラ
の
生
協

病
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
生
協
病
院
が
あ
る
ゴ
ー
ル
と

い
う
町
は
、
世
界
遺
産
に
も
な

っ
て
い
る
古
い
町
で
す
。
十
四

世
紀
ご
ろ
に
は
ア
ラ
ビ
ア
商
人

た
ち
の
東
方
貿
易
地
と
し
て
栄

え
、
そ
の
後
、
一
五
八
九
年
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
ゴ
ー
ル
に
砦

を
築
き
、
一
六
四
〇
年
に
は
オ

ラ
ン
ダ
が
こ
の
砦
を
支
配
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
に

支
配
が
変
わ
り
ま
す
が
、
強
固

な
砦
を
も
つ
要
塞
都
市
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
生
協
病
院
の
津
波
の

被
害
は
甚
大
で
し
た
。
玄
関
ホ

ー
ル
の
壁
に
は
、
二
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
横
線
が
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
海
水
が

押
し
寄
せ
た
と
い
う
説
明
で
し

た
。
ゴ
ー
ル
の
病
院
も
、
私
た

ち
の
病
院
と
同
じ
よ
う
に
一
階

部
分
に
外
来
機
能
が
あ
り
、
診

断
機
器
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
階
部
分
に
置
い
て
あ
っ

た
単
純
Ｘ
線
撮
影
装
置
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
超
音
波
診
断

装
置
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
が
ほ
と
ん
ど

使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
各
部

屋
に
は
、
湿
っ
ぽ
い
さ
び
の
よ

う
な
臭
い
が
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｔ

は
数
日
間
海
水
に
つ
か
っ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
な
ん
と
か
使

え
な
い
か
と
必
死
で
修
理
し
て

い
る
様
子
が
無
残
で
し
た
。
修

理
の
た
め
の
配
電
基
盤
が
置
い

て
あ
り
、
ま
た
、
な
ん
と
か
湿

気
を
取
り
出
そ
う
と
乾
燥
剤
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
診
断

機
器
が
壊
滅
状
態
で
、
病
院
の

機
能
も
回
復
し
て
い
な
い
た

め
、
病
院
の
収
入
は
津
波
の
前

の
五
〇
％
と
い
う
状
況
だ
そ
う

で
す
。
私
た
ち
は
、
で
き
る
限

り
の
支
援
を
約
束
し
て
き
ま
し

た
。ス

リ
ラ
ン
カ
の
滞
在
は
三
日

間
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
視
察

と
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
協

議
で
し
た
。
最
後
の
日
に
少
し

自
由
な
時
間
が
と
れ
、
お
昼
に

街
中
の
カ
リ
ー
を
食
べ
ま
し

た
。
コ
ロ
ン
ボ
の
街
中
に
は
カ

リ
ー
屋
さ
ん
が
い
た
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
一
軒
に

入
り
ま
し
た
。
二
階
に
通
さ
れ

ま
し
た
が
、
昔
の
日
本
の
食
堂

と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
料
理
の

選
択
肢
は
あ
ま
り
な
い
よ
う

で
、
カ
リ
ー
を
頼
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
机
の
上
に
バ
ナ
ナ
の
葉

が
置
か
れ
ま
す
。
そ
こ
に
、
ご

飯
と
チ
キ
ン
が
の
せ
ら
れ
ま

す
。
カ
リ
ー
は
三
種
類
ほ
ど
入

れ
物
に
い
れ
て
あ
り
ま
す
。
左

手
は
不
浄
の
手
な
の
で
、
右
手

で
食
べ
ま
す
。
隣
の
現
地
の
人

た
ち
の
食
べ
方
を
横
目
で
盗
み

な
が
ら
、
み
よ
う
見
真
似
で
な

ん
と
か
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
右
手
で
チ
キ
ン
を
ほ
じ

く
っ
て
、
そ
こ
に
カ
リ
ー
を
か

け
て
、
手
で
す
く
っ
て
食
べ
る

の
で
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
カ
リ

ー
は
、
日
本
の
カ
リ
ー
よ
り
も

比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
辛
い

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
私
た
ち
の
食
べ
た
も
の

は
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
外
国
人
と
い
う
こ

と
で
加
減
し
て
く
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
食
事
が
終
わ
る
と
、

バ
ナ
ナ
の
葉
に
す
べ
て
を
く
る

ん
で
、き
れ
い
に
片
付
け
ま
す
。

自
然
に
や
さ
し
い
ご
み
と
な
っ

て
捨
て
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

手
は
、
水
道
で
洗
い
ま
す
。
で

も
、
爪
の
中
に
入
っ
た
カ
リ
ー

は
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ス

リ
ラ
ン
カ
に
は
、
中
華
料

理
店
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
海
に
近
い
こ
と
で
シ

ー
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
シ
ー
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
が

閑
散
と
し
て
い
ま
し
た
。
津
波

で
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
人

た
ち
が
海
に
沈
ん
で
い
て
、
魚

た
ち
が
そ
れ
を
食
べ
て
い
る
と

い
う
悲
し
い
う
わ
さ
の
た
め
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
が
、
津
波
の
被

害
か
ら
一
日
で
も
早
く
復
興
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

津波によって壊れた病院の備品
診断機器なども壊滅状態に

支援最終日にコロンボの町中にあるカリー屋で昼食
バナナの葉に置かれたご飯とチキンを右手で食べる

スリランカの傷ついた野生の象を保護する「象の孤児院」
右は象ではなく、筆者だゾウ・・・
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● 連 絡 先 ● 

幸
せ
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
け 

〒929-1717　　 
 鹿島郡中能登町良川け部71の1 

10767-74-2055

社会福祉法人「つばさの会」 

その45

社
会
福
祉
法
人
「
つ
ば
さ
の
会
」 

つ
ば
さ
ア
ド
ニ
ス（
入
所
授
産
）・
ウ
イ
ン
グ（
通
所
授
産
）　
施
設
長
 

山
岸
　
紀
子
 

「
ね
え
、
お
宅
の
息
子
さ
ん
、

卒
業
し
た
ら
ど
こ
行
く
が
？
」

「
行
く
と
こ
な
い
げ
ん
。
お

宅
は
？
」

「
う
ち
も
弱
っ
と
る
げ
ん
」

養
護
学
校
の
高
等
部
卒
業
を

間
近
に
し
た
保
護
者
の
会
話
で

す
。
こ
の
切
実
な
声
に
耳
を
傾

け
、
卒
業
後
も
皆
が
気
軽
に
集

ま
り
、
友
だ
ち
を
作
り
、
一
日

の
生
活
リ
ズ
ム
を
確
立
し
て
い

く
た
め
の
場
を
作
ろ
う
と
、
七

尾
養
護
学
校
の
先
生
方
や
親
の

会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

作
業
所
の
設
立
運
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。資
金
集
め
の
バ
ザ
ー
、

映
画
会
、
関
係
機
関
へ
の
協
力

依
頼
が
功
を
奏
し
、
一
九
九
七

年
四
月
に
鳥
屋
町
（
現
中
能
登

町
）
か
ら
旧
の
消
防
署
を
無
償

で
借
り
受
け
、
心
身
障
害
者
小

規
模
作
業
所
「
工
房
つ
ば
さ
」

が
開
所
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の

社
会
福
祉
法
人
つ
ば
さ
の
会
の

前
身
で
す
。
五
人
の
利
用
者
と

支
援
員
二
人
の
貧
し
い
け
れ
ど

希
望
に
満
ち
た
船
出
で
し
た
。

私
は
以
前
、
養
護
学
校
で
講

師
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
場
で
利
用
者
の
お
世
話

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
相

棒
の
長
谷
川
さ
ん（
現
事
務
長
）

は
役
場
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
方

な
の
で
、
経
理
担
当
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
コ
ピ
ー
機
も
な
い

作
業
所
な
の
で
、
十
枚
ほ
ど
の

お
便
り
な
ら
手
書
き
を
し
ま
し

た
。
そ
れ
よ
り
多
い
印
刷
物
な

ら
当
時
の
鳥
屋
町
役
場
で
コ
ピ

ー
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
帰

り
際
に
担
当
の
課
長
さ
ん
が
机

の
中
を
ゴ
ソ
ゴ
ソ
捜
し
て
、
使

い
さ
し
の
鉛
筆
や
消
し
ゴ
ム
、

ク
リ
ッ
プ
な
ど
を
封
筒
に
入
れ

て
そ
っ
と
手
渡
し
て
下
さ
る
こ

と
も
あ
り
、
う
れ
し
く
て
泣
き

な
が
ら
帰
っ
て
来
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
日
焼
け
し
て
さ
さ

く
れ
立
っ
た
畳
に
座
り
、
雨
じ

み
の
あ
る
天
井
を
見
上
げ
て
、

い
つ
か
こ
の
子
た
ち
の
た
め
に

も
っ
と
環
境
の
整
っ
た
施
設
を

作
り
、
思
い
っ
き
り
飛
び
回
ら

せ
て
あ
げ
た
い
、
と
夢
の
よ
う

な
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。利

用
者
の
ご
家
族
の
葬
儀
や

出
産
な
ど
を
通
し
て
保
護
者
の

方
か
ら
、
緊
急
時
に
も
速
や
か

に
対
応
で
き
る
施
設
、
親
の
高

齢
化
に
対
応
で
き
る
施
設
作
り

の
要
望
が
出
て
き
ま
し
た
。
国

の
方
針
は
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
す
な
わ
ち
障
害
の
あ

る
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、

ご
く
普
通
に
、
同
じ
よ
う
に
地

域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
、
入
所
型
施

設
の
建
設
に
は
否
定
的
で
し

た
。
し
か
し
入
所
施
設
で
お
世

話
が
必
要
な
方
が
お
ら
れ
る
こ

と
も
現
実
で
す
。
地
域
で
障
害

の
あ
る
方
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

核
と
な
る
施
設
が
必
要
で
す
。

親
の
熱
い
願
い
を
受
け
て
、
関

係
各
位
が
強
力
に
支
援
を
し
て

下
さ
っ
て
、
見
事
に
知
的
障
害

者
複
合
施
設
「
つ
ば
さ
」
が
設

立
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
四
年
四

月
の
こ
と
で
す
。

常
に
利
用
者
の

幸
せ
を
願
っ
て

「
つ
ば
さ
」
は
、
入
所
更
生
、

入
所
授
産
、
通
所
授
産
か
ら
成

っ
て
お
り
、
各
三
十
人
の
定
員

で
す
。
現
在
七
十
七
人
の
利
用

者
と
三
十
四
人
の
職
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
井
武
司
理
事

長
は
若
い
こ
ろ
赴
任
先
で
、
身

体
に
障
害
の
あ
る
子
が
自
分
の

た
め
に
ほ
ふ
く
前
進
で
玄
関
ま

で
出
迎
え
に
来
て
く
れ
た
姿
を

見
て
、「
自
分
の
一
生
の
仕
事

は
こ
れ
だ
」
と
思
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
よ
う
な
方
を
理
事

長
と
し
て
お
迎
え
で
き
た
こ
と

は
大
変
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

入
所
更
生
の
利
用
者
は
、

各
々
の
目
標
に
向
か
っ
て
生
活

訓
練
や
体
力
作
り
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
授
産
の
利
用
者
は
施

設
内
で
作
業
を
行
い
、
自
立
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。授
産
品
目
を
決
め
る
時
は
、

利
用
者
が
楽
し
く
作
業
が
で

き
、
し
か
も
そ
の
作
業
は
地
域

の
お
役
に
立
つ
も
の
に
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様

に
可
愛
が
っ
て
も
ら
え
て
、
そ

の
一
員
と
な
れ
る
よ
う
に
と
考

え
た
か
ら
で
す
。

竹
炭
作
り
は
、
高
齢
や
人
手

不
足
の
た
め
に
竹
林
の
維
持
が

難
し
い
方
の
山
へ
入
っ
て
、
竹

を
切
り
頂
い
て
き
て
生
産
し
て

い
ま
す
。
味
噌
も
こ
の
町
の
特

産
品
で
あ
る
「
と
り
や
味
噌
」

の
後
継
者
と
し
て
取
り
組
ま
せ

て
頂
き
、
地
元
産
の
こ
し
ひ
か

り
と
大
豆
を
使
い
、
昔
な
が
ら

の
製
法
で
仕
込
み
ま
し
た
。
大

変
美
味
し
い
と
い
う
評
判
を
い

た
だ
き
、
春
先
に
は
も
う
完
売

致
し
ま
し
た
。

地
域
の
困
り
ご
と
の
手
助
け

と
し
て
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、

ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
な
ど
に
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
春
や
秋
の

農
作
業
が
忙
し
い
時
期
に
は
、

農
作
業
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
利

用
者
が
作
業
着
に
身
を
包
み
、

生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
姿

を
見
る
の
も
大
変
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。

今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
①

授
産
品
目
の
充
実
②
実
習
先
の

開
拓
③
利
用
者
の
高
齢
化
に
対

応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
を

挙
げ
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

常
に
利
用
者
の
幸
せ
を
考

え
、
私
共
に
手
を
さ
し
伸
べ
て

下
さ
っ
た
皆
様
方
の
ご
恩
を
忘

れ
ず
、
日
々
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

テーマⅠ.「薬物問題の広がりと市民生活」 

第40回日本アルコール・薬物医学会総会市民公開講座 第40回日本アルコール・薬物医学会総会市民公開講座 
開催日 ： 2005年9月9日（金） 午後4時～7時半 
会　場 ： ホテル日航金沢 3F 孔雀の間 

テーマⅡ.「飲酒と健康―お酒を人生の友とするために―」 
午後4時～5時半 午後5時半～7時半 

 各種の薬物に対する依存者の存在は、個人の健康問題であると同時に、家庭生活のみならず、社
会全体に影響を及ぼす大きな問題です。薬物問題は大都市に限ったことではなく、地方都市におい
ても看過できない状況になってきていますが、一般市民の方々には深刻な問題として映っていな
いきらいがあります。 
薬物問題の根絶には、家族はもとより医療ならびに行政からの対応に加えて、市民の認知と弛ま

ぬエネルギーが必要です。特に青少年を蝕む薬物問題を、市民一人ひとりが身近なものとして捉え、
何をすべきか、何ができるかについて考える機会にしていただければと思っています。 

お酒とわれわれの付き合いは大変長く、これほど人類と密着した歴史を持つ嗜好品はほかにみ
られません。お酒に限らず、多くの嗜好品はその使い方によって「毒」にも「薬」にもなりますが、こ
の境界線をどこにおくか、その科学的根拠をどのように説明するかが大切です。 
なぜ、未成年や妊婦の飲酒がいけないのか、節酒、あるいは断酒がなぜ大切なのかを、酒の席と
同様に「まあまあ」で済ましてきていることが多かったのではないでしょか。それは、医療サイドで
も同じだったように思われます。 
今回の市民公開講座をとおして、適正で、楽しい飲酒をしていく方策は何かを、一緒に探せれば

と考えております。 

司会：辻口徹子（金沢医科大学病院看護部長） 

 

１）「わが国における薬物問題の現状」（２５分）　清田吉和（石川県こころの健康センター所長） 
２）「薬物依存治療の現状」（２５分）　松原三郎（松原愛育会松原病院理事長） 

 

１）「保護観察所における新たな活動について」（１５分）　円山正三（金沢市保護観察所監察課長） 
２）「日本ダルクの活動について」（１５分）　近藤恒夫（日本ダルク代表） 

質疑ならびに総合討論（１０分） 

演題 演題 

指定討論 

司会：辻口徹子（金沢医科大学病院看護部長） 

 

１）「内科医の立場から」（２０分）　堤　幹宏（奈良県立医科大学医療情報学） 

２）「医療を受ける立場から」（２０分）　野村　進（金沢断酒同志会） 

３）「精神科医（診療所）の立場から」（２０分）　奥出　宏（ひろメンタルクリニック） 

４）「精神科医（病院）の立場から」（２０分）　藤木　暁（七尾松原病院副院長） 

質疑ならびに総合討論（４０分） 

参加は無料です。直接会場へお出かけください。 
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利用者と一緒に発砲スチロール減容をする筆者（左）
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１．真実に目をつぶった日本のBSE対応
２歳以下の牛は異常プリオンの蓄積が見

られず、陽性反応は見られない。18万頭の

感染牛を出した世界最大のBSE汚染国イギ

リスでも、30カ月未満の牛については、

BSE検査の必要性を認めていない。にもか

かわらず、日本は全頭検査を続けている。

農水省は、完璧な全頭検査を行うという

看板を掲げながら、他方で、BSE感染比率

の高い死亡牛などのBSE検査を行っていな

い。感染が疑われる怪しい牛は検査を行わ

ないレンダリングにまわす。感染牛がいた

としても闇から闇に葬り去る仕組みを考え

ついた。

レンダリングとは、病死した牛や何らか

の原因で死んだ牛と酪農家が乳の出の悪く

なった牛を、皮も骨も一緒に処理し悪名高

くなった肉骨粉にする処分方法である。そして、肉骨粉が原因だとされて

からは、調べずに完全に燃やされた。

2003年３月、最初のBSE感染牛発見から１年６カ月後になって、死亡牛

の検査を開始した。検査開始までにすべて処理せよとの意図であろう。

２．人類を襲う不死身のタンパク
BSEが種の壁を乗り越えて牛から人間に感染したことも、その感染因子

とされるタンパク質についても、疑問の連続である。感染因子はホルマリ

ンにも、70パーセントのアルコールにも、紫外線照射にも、大量のガンマ

線照射にも、オートクレーブにも、乾熱滅菌にも耐えうる生命力を持つ。

そして、核酸も持たない、生物でもない物質が遺伝するケースが報告され

ている。感染性と遺伝性の両方のルートで広がっていく病気など経験して

いない。また、生物でもないのに、プリオンには「種」がある。発病の遅

い種と早い種がある。

３．ポリオウイルスは撲滅してはいけない
天然痘根絶に用いたウイルスは自然界に存在するほとんど病原性のない

タイプのウイルスだった。天然痘ウイルスはＤＮＡウイルスであり、有害

の天然痘ウイルスを撲滅しても悪影響は残らなかった。

しかし、非常に近い関係のエンテロウイルスが多数存在するときに、ポ

リオウイルスだけをスポッと取り除いたら、周辺のエンテロウイルスがど

んどん進化して、ポリオウイルスのいなくなった隙間を埋めるように進出

してくると考えられる。新たなウイルスに対する戦いを始めなければなら

ない。もうひとつ、ポリオウイルスはＲＮＡウイルスであり、不安定な分、

変わり身が早い。進化のスピードが速い。

ポリオ撲滅という一見輝かしい成果に向かって突き進むのではなく、人

類のために何が必要かをもっと科学的に考えたほうがよい。撲滅しても支

障のないウイルスとそうでないウイルスを、賢く、科学的にふるい分けて

いく必要がある。

４．インフルエンザウイルスの生き残り戦略
基本的にインフルエンザウイルスは鴨の腸で安定して増え、しかも宿主

の鴨に対して悪さをしない。増えたウイルスは常に糞にまじって排出され、

乾くと風に乗って広がっていく。そして、人間に感染すると、宿主が死ぬ

まで増殖し続け、宿主の死と共に、ウイルスも死んでしまうが、鴨に残っ

たウイルスが自己増殖を繰り返す。

また、インフルエンザウイルスはＲＮＡウイルスであり、ほとんどの場

合、遺伝子は一本の鎖で構成されている。二本の鎖で構成されて安定して

いるＤＮＡウイルスの遺伝子に較べると、その分不安定である。ＤＮＡウ

イルスの場合、遺伝子の鎖のどこかに異常が発生しても、もう一本の鎖で

修復ができるのだが、一本しかないＲＮＡウイルスの場合は、修復がきか

ないのである。鴨からインフルエンザをもらうと共に、人間からもウイル

スを受け取った豚の中で、二つのウイルスの交雑を通して、新型ウイルス

が誕生する。

５．細菌の世界はゼロサムゲームの掟
不潔不衛生の極みとも思える川の水に依存しているアジア各地の人々が

なぜ病気にならないのか。免疫があるという理由だけではない。順天堂大

学細菌学平松教授は「細菌を殺してしまうファージが多数いるから、ガン

ジス河の水はこの上もなく清浄である」と紹介している。ファージは人間

には感染せず、細菌だけに感染するウイルスである。

科学の目で見ると、日常生活の中で私たちが作り上げてきた清潔さや衛

生的なもののイメージとは、まったく異なることが分かってくる。消毒薬

や種々の薬を使うたび、不潔なものの中に大量に存在する細菌やウイルス

は、鍛えられて強くなる。

他方、人間は清潔な環境の中におかれることで、細菌やウイルスへの抵

抗力を弱めている。

「読み書きそろばん」が日本の教育を世界最高水準に押し上げて

きた要素だった。ゆとり教育がこれからの日本に何をもたらすのか。

アメのみあふれている現代教育へのひとつの警鐘になる１冊である。

また、「科学は本当に面白いものだ。そして本当に楽しいものだ」と

つくづく思う。次の世代に科学的にものを見、考えることを伝えた

い。巻末のノーベル物理学者小柴昌俊氏との対談も見逃せない。

以下は「真実を見る目をもって、すばらしい」の一部である。

のぼる君の のぼる君の 

世の中意外に科学的 世の中意外に科学的 
小島　登（内灘町・歯科） 
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●櫻井よしこ著
●四六判・205頁
●￥1,470（税込）
●集英社刊
●2005年3月発行

第１回 

第2回 

第3回 

第4回 

子どもの虐待と親子関係 7月30日（土） 
１3：30～16：00 
＊松ヶ枝福祉館 

8月27日（土） 
１3：30～16：00 
＊教育プラザ富樫 

10月1日（土） 
１3：30～16：00 
＊教育プラザ富樫 

11月20日（日） 

石川県立看護大学 西村真実子 

弁護士 二木　克明 
石川県こころの健康センター 
 清田　吉和 

石川県中央児童相談所 中村　俊夫 

金沢大学医学部保健学科 
 関　　秀俊 
石川県能登中部保健福祉センター
羽咋地域センター 沼田　直子 
虐待当事者の会 小井香欧里 

子どもの虐待に対する法的な対応 

子どもの虐待に関連深い精神障害とその対応 

児童相談所における子どもの虐待への対応 

虐待を受けた子どもの心の発達 

子どもの心の発達と子どもの行動がもつ意味 

＊講演会（詳細は後日決定します） 

お申し込み・お問い合わせ 

★基礎講座詳細 
◆場　所：第1回のみ松ヶ枝福祉館、以降は金沢市教育プラザ富樫 
◆参加費（資料代）：500円（＊1回につき）◆託児有り（無料、要事前申込） 
◆日　程：下記の通り 

子どもの虐待防止ネットワーク石川では、「子どもの虐待ほっとライン」という電話相談事
業を主軸に活動しています。　　　　 
このたび、虐待について社会での理解をより深め、共に学ぶために、基礎講座を行うこ

ととなりました。 
虐待問題について関心をお持ちの方なら、どなたでも参加していただけます。 

☆講座は数回連続ですが、単回でもご参加いただけます。 
☆当日の飛び入りも大歓迎ですが、資料の用意がありますので、差し支えないようでしたら事前にお申し込みください。 

★★★よろしければ、ご参加のお申し込みをお願いいたします★★★ 
1.お名前　2.連絡先（電話またはFAXまたはメールアドレス） 
3.参加希望日を添えて右記までお願いいたします。 
★★託児ご希望の場合は、ご本人様のお申し込みに加えてお子様のお名前・年齢も添えてください。 
締切は、第1回（7/30）は7/19　第2回（8/27）は8/16　第3回（10/1）は9/20の午前10：00です。 

子どもの虐待防止ネットワーク石川  事務局 
　●お電話は　076-232-5509（火曜日10～16時のみ事務局員在駐。ほかは留守電対応） 
　●Faxでは　076-232-6647（常時受信可） 
〒920-8544　金沢市西念1-12-27　労済会館別館3階　http://capnet.pos.to/

子どもの虐待防止 基礎講座 
　　　～昨年度大好評につき、今年度も開催決定！ 
 　　　子どもへの虐待問題についてトータルに学べる連続講座です～ 

主催：子どもの虐待防止ネットワーク石川 
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発達障害の正しい理解と支援のために 

発達障害に関する 
啓発セミナー・専門家育成セミナー 
発達障害に関する 
啓発セミナー・専門家育成セミナー 
独立行政法人福祉医療機構子育て支援基金助成事業 
「発達障害児の二次障害予防のための啓発及び専門家育成事業」 

講師◎辻井　正次 

【午前の部】 

啓発セミナー 
発達障害について、特に自閉症などの広汎性発達障害や、アスペ

ルガー症候群についての基礎知識と、発達段階ごとでの支援のあり方、
発達障害者支援法についての講演です。 

●日時 平成17年9月11日（日）午前10～12時 
●場所 （財）石川県地場産業振興センター  第一研修室 
 金沢市鞍月2-1　TEL076-268-2010 
●定員 150名 
●対象 保護者および一般の方 

【午後の部】 

専門家育成 
セミナー 

実際に発達障害児者の支援に取り組み、専門家としての役割をし
ている方を対象に、発達障害児者への発達支援プランの立案と実行、
支援ネットワーク作りに関する専門家育成セミナーです。 

●日時 平成17年9月11日（日）午後1～4時 
●場所 （財）石川県地場産業振興センター  第六研修室 
 金沢市鞍月2-1　TEL076-268-2010 
●定員 20名（参加条件あります） 
●対象 小・中・高等学校教諭、保育士、幼稚園教諭、 
 小児科医、学校医、保健師等（家族、学生不可） 
●参加条件 
①実際に、現在指導している児童・生徒についての報告（メモ程度A4用
紙1枚、4部コピー）をご用意下さい。 

②セミナー後、メールでの経過報告を行い、経過についての助言を受け
ていただきます。 

③2月に名古屋で実施される予定の人材育成セミナーへ参加する意志
をもつことが必要です。 

はがき裏面 

啓発セミナーor育成セミナー 
（↑希望のセミナー名を記入） 

¡氏名 
¡年齢 
¡所属先 
¡立場（保護者、職種など） 
¡住所（所属先でも可） 
¡電話番号（所属先でも可） 
¡個人 E-mail

■希望されるセミナー名（啓発セミナー・育成セミナー・両方の
セミナー名）氏名・年齢・所属先・立場（保護者・職種など）・住
所（所属先でも可）・電話番号（同左）・個人E-mailをご記入
の上、下記までお申し込み下さい。 

〈はがき〉〒920-0866　金沢市中央通町20-25 
NPO法人アスペの会石川事務局「啓発・育成セミナー」係 

〈メール〉kaki_h555@yahoo.co.jp 
件名に希望されるセミナー名（啓発セミナー・育成セ
ミナー・両方のセミナー）を表記して下さい。 
（お申し込み後3日以内に返信メールが届かない場合、   
お手数でもはがきでお申し込みください。） 

●定員に達し次第、受付を終了します。参加をお断りする方のみにご連絡をい
たしますので、ご了承ください。 
●お問い合わせには原則として応じられませんのでご了承下さい。 
　なお、当日託児はありませんのでご了承下さい。 

〈主催〉NPO法人アスペ・エルデの会 
〈後援〉金沢市・金沢市教育委員会　〈運営協力〉NPO法人アスペの会石川 

申し込み　9月7日（水）締切 

中京大学社会学部助教授 
NPO法人アスペ・エルデの会理事長 

参加費無料 

高機能広汎性発達障害２００５セミナー 
（高機能自閉症・アスペルガー症候群） 

高機能広汎性発達障害（高機能自閉症・アスペルガー症候群）と同じ診断を
受けても、子どもたちの抱える問題はひとりひとり違います。また、必要な支援に
ついても個々に違ってきます。 
さて、子どもの育ちを「点から線」で捉えた昨年に引き続き、今年度は子どもの

育ちを4つのタイプに分け、それぞれの行動特性と抱える問題点について事例を
もとに多角的に「面」として掘り下げ、支援のポイントを探っていきます。高機能広
汎性発達障害に対する理解を深めるとともに、子どもの側に立った支援につい
て一緒に考えてみませんか?たくさんの方々のご参加をお待ちしております。 

日　時 場　所 締切 テ　ー　マ 

第一回 7月3日（日） 
午後1～4時 

9月4日（日） 
午後1～4時 

11月20日（日） 
午後1～4時 

1月22日（日） 
午後1～4時 

金沢市教育プラザ富樫 
123研修室 

金沢市教育プラザ富樫 
121研修室 

ケース1 「自己中心的・攻撃タイプ」 
大井佳子氏（木の花幼稚園園長・言語聴覚士） 
長峰伸治氏（金沢大学教育学部・臨床心理士） 

6/30 
（木） 

ケース2 「こだわりタイプ」 
大井佳子氏・長峰伸治氏 

ケース3 「おしゃべりなタイプ」 
大井佳子氏・長峰伸治氏 

ケース4 「おとなしいタイプ」 
大井佳子氏・長峰伸治氏 

8/31 
（水） 

11/16 
（水） 

1/18 
（水） 

金沢市教育プラザ富樫 
121研修室 

金沢市教育プラザ富樫 
121研修室 

第二回 

第三回 

第四回 

※各回の正式な内容は一ヶ月前にホームページ、またはチラシにてご案内いたしますので、ご確認ください。 
※受付は開始時刻の30分前から始めます。 
※駐車スペースが限られておりますので、できるだけバスなどをご利用いただくか、お車を乗り合わせてお越し
いただきますようご協力お願い申し上げます。 
※当日満席の場合、直接会場にお越しになられてもお断りすることもありますので、事前にお申し込みいただき
ますようお願い申し上げます。 

★参加費（資料代） 
　4回連続 一般5,000円　賛助会員・学生4,000円　※申込締切 6月30日（木） 
　1回ごと 一般1,500円　賛助会員・学生1,000円（各回の申込締切は上表参照のこと） 
★申し込み方法 
①参加希望の開催日時・郵便番号・住所・氏名・電話番号・職業（所属・保護者等）を明
記の上、下記までお申し込みください。（個人情報は本セミナーの振込み確認にの
み使用させていただきます。） 

〈はがき〉〒920-0866　金沢市中央通19-31　金沢宝船路郵便局留 
NPO法人アスペの会石川事務局　セミナー係 

〈メール〉kanazawaasupe@mail.goo.ne.jp 
NPO法人アスペの会石川　セミナー係 
（お申し込み後3日以内に返信メールが届かない場合、お手数でもはがきでお申し込みください。） 

②参加費を下記の口座へお振り込みください。（振込手数料は各自ご負担願います。） 
　北國銀行　犀川中央支店 
普通口座　232486　特定非営利活動法人　アスペの会石川 
　郵 便 局　郵便振替 
口座名称　NPO法人アスペの会石川セミナー　口座番号　00780-1-38334 

※連続セミナーへのお申し込みの方には、入金確認後参加証をお送り致します。 
※1回のみのお申し込みの方は、セミナー当日「振り込みの控え」をお持ちください。 
※申込者が欠席の場合返金はできませんが、代理の方が「振り込みの控え」をご持参の上、参加いただい
ても構いません。 

★お問い合わせ 
kanazawaasupe@mail.goo.ne.jp　NPO法人 アスペの会石川　セミナー係 

〈主催〉NPO法人 アスペの会石川　http://aspe.vis.ne.jp/
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私たちの施設の精神科では、長期療養されている方が多くおられます。

その方々にとって、食事は特に大きな楽しみです。ですから、私たち以

上に給食については良く把握していて、「栄養士さん！　もうすぐお祭り

やからお寿司でるね、美味しいの作ってね」と言った声を良くかけられ

ます。その声には期待の大きさがありありと含まれていて、大きなプレ

ッシャーですが、手をかける甲斐もあり、出来栄えを栄養課のスタッフ

と評価し合う声にも力がはいっています。

このように、患者様の食事に対する思いは非常に高いのですが、逆に

栄養指導では障害になることもあります。食事への関心が高い分、食事

制限はストレスになります。特に精神科の治療上、ストレスは好ましく

ありません。ですから、患者様にとって好きなものを控えてくださいと

お話すると、「え～　それ我慢しなければならないの」と、すぐに顔に落

胆の色を表す方も少なくありません。そのような方々には、余り大きな

負担をかけないで、段階的に指導し、納得して頂く難しさがあります。

一方、入院されている間は病院食があるから良いのですが、退院して

社会復帰されると、生活の基本である食生活がもっとも大変になるよう

です。特に、独身男性の自炊では、入院中の食事に対する関心の高さと

反比例するように、朝はパンだけ、昼もコンビニのおにぎりだけといっ

た乏食に変貌することが少なくありません。いままで包丁を握ることは

おろか、スーパーで食材を買うこともなかった方にとって、これは仕方

のないことです。そうして、そういった方々は、退院後、長い期間を置

かず、生活習慣病で入院されることも多いのです。

そこで、社会復帰される患者様の食生活を支援するということが、い

かに大切であるかと実感しているところです。そして、これについては

すでに全国精神科栄養士協議会を中心に、精神科栄養士の仲間が全国で

食生活自立指導の活動を、活発に行っています。

残念ながら、こういった活動は私どもの栄養課としてのこれからの課

題です。退院前の指導や訪問指導などを踏まえながら、患者様の社会復

帰がよりスムーズに移行できるように、食生活の面からお手伝いできれ

ばと思っています。

管理栄養士 
The・ 
管理栄養士 
The・ 
管理栄養士 
The・ （7回シリーズ） 

その⑥ 自立へのお手伝い 
谷　泰司（金沢市・松原病院） 
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（答え5面） 
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カギを解き、二重ワクに入る文字を並べ替えてできる言葉は何？ 

①鳥を飼うかご　②師の○○を踏まず 
③文字を印すること 
④文書・証書を表す英語 
⑤裁縫で針の使い方 
⑧ゆうべ、昨夜 
⑪ゴルフの後半9ホール 
⑭○○の滝登り 

①――中膝栗毛　⑥げんなま 
⑦夜目遠目○○のうち 
⑨木の分泌粘液、またはその固まったもの 
⑩学問や芸事の奥義 
⑫うどん、そば等の総称 
⑬←→早婚 
⑮♪仰げば尊し我が師の○○ 
⑯おじ、おばの子　　 

（答え5面） 
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囲 碁 

（解答は5面にあります） （解答は5面にあります） 

持
駒
　
飛 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先勝ち　5分で上級者 
〈ヒント〉 初手がコウをさける 
 好手です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉どちらの馬を残すか。 
 10分で1級。 
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ど
百
年
と
な
る
の
を
記
念
し
た

「
国
際
物
理
年
」
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
施
設
の
建
設
も
そ
の

記
念
事
業
の
一
環
で
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。E

=
h

で
あ
る
と

かE
=
m
c
2

と
い
う
よ
う
な
数
式

に
興
味
の
あ
る
方
に
と
っ
て
は

こ
の
施
設
は
一
見
の
価
値
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ど
ん
な

素
晴
ら
し
い
発
見
や
科
学
技
術

で
も
、
そ
れ
が
本
当
の
意
味
で

幸
福
に
寄
与
す
る
も
の
に
な
る

か
ど
う
か
は
、
そ
れ
を
用
い
る

人
間
の
責
任
で
あ
る
と
改
め
て

痛
感
し
た
次
第
で
す
。

今
回
の
題
材
は
、
筆
者
に
は

や
や
荷
が
重
過
ぎ
た
よ
う
で

す
。
次
回
は
本
来
の
（
？
）
ギ

ャ
ン
ブ
ル
ネ
タ
に
戻
ろ
う
と
思

い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
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事
務
局
休
務
の
ご
案
内
 

　
八
月
十
五
日（
月
）〜
八
月
十
七
日
（
水
）は
、
盆
休
の
た
め
 

事
務
局
を
休
務
致
し
ま
す
。 

　
ご
了
承
下
さ
い
。 

一
マ
イ
ル
東
、
タ
ク
シ
ー
で
も

十
ド
ル
か
か
ら
な
い
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
博
物

館
はT

he
N
evada

T
est
Site

H
istorical

F
ou
n
d
ation

（
Ｎ

Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｆ
）
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

経
営
母
体
と
な
っ
て
お
り
、
か

つ
て
核
実
験
施
設
で
働
い
て
い

た
退
役
軍
人
も
メ
ン
バ
ー
に
含

ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

入
場
料
は
十
ド
ル
、
写
真
撮
影

は
禁
止
で
、
携
帯
電
話
も
オ
フ

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
本
題
の
展
示
内
容
で
す

が
、
ま
ず
、
核
実
験
施
設
の
概

要
の
説
明
パ
ネ
ル
が
あ
り
、
そ

の
後
は
核
開
発
の
歴
史
を
な
ぞ

っ
て
い
く
展
示
で
す
。
核
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
兵
器
と
し
て
利
用
さ

れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
へ
の
手

紙
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
も

と
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
が
実

行
に
移
さ
れ
た
事
実
、
原
爆
の

父
と
さ
れ
る
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
が
核
実
験
を
指

揮
し
、
そ
の
あ
ま
り
に
強
大
な

破
壊
力
に
驚
愕
し
た
様
子
、
世

界
初
の
原
爆
が
投
下
さ
れ
瓦
礫

の
山
と
な
っ
た
広
島
・
長
崎
、

そ
の
後
日
本
が
無
条
件
降
伏
を

し
て
戦
勝
の
喜
び
に
沸
く
ア
メ

リ
カ
市
民
の
様
子
、
米
ソ
冷
戦

下
に
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
核
実

験
施
設
を
視
察
し
て
い
る
様
子

な
ど
が
時
代
順
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
放
射
線
の
人

体
・
環
境
に
与
え
る
影
響
に
関

す
る
展
示
も
あ
り
、
放
射
線
障

害
を
受
け
て
治
療
を
受
け
る
人

の
様
子
や
核
実
験
の
即
時
中
止

を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
市
民
の
デ

モ
行
進
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
筆
者
と
し
て
も
見
学
を
お

勧
め
し
て
い
い
も
の
か
ど
う
か

も
、
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
も

と
も
と
広
島
・
長
崎
の
「
原
爆

記
念
館
」
と
は
ま
っ
た
く
違
う

趣
旨
の
施
設
な
の
で
し
ょ
う

が
、
被
爆
者
の
悲
惨
さ
も
十
分

伝
え
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
し
、
冷
戦
下
で
ソ
連
と
対

峙
す
る
ア
メ
リ
カ
の
正
当
性
が

こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
原
爆
投
下
に
関
し
て

は
、
そ
れ
に
よ
り
戦
争
が
よ
り

早
く
終
結
し
、
ま
た
、
米
ソ
冷

戦
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
核
抑

止
力
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し

た
と
見
る
の
が
ア
メ
リ
カ
の
世

論
と
し
て
は
、
よ
り
一
般
的
な

の
で
あ
ろ
う
と
も
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

被
爆
国
の
国
民
の
一
人
と
し

て
は
、
に
わ
か
に
は
賛
同
し
か

ね
る
内
容
も
あ
る
の
で
す
が
、

や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
政
治

的
に
は
中
立
の
立
場
で
あ
る
こ

と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
伺
え
ま
し
た
。

今
年
は
終
戦
六
十
年
（
ア
メ

リ
カ
に
と
っ
て
は
戦
勝
六
十
年

で
し
ょ
う
か
）
で
す
が
、
一
方

で
、
か
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

が
光
電
効
果
、
特
殊
相
対
性
理

論
な
ど
に
関
す
る
画
期
的
な
論

文
を
次
々
と
発
表
し
て
ち
ょ
う

三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 三宅　靖（金沢市・内科） 
１０ 特別編 

今
回
は
、
前
回
の
予
告
ど
お

り
少
し
趣
向
を
変
え
て
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
核
実
験
博
物
館
の
ご
紹

介
を
い
た
し
ま
す
。
な
ぜ
ギ
ャ

ン
ブ
ル
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
の
街
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
る

の
か
不
思
議
に
思
わ
れ
る
読
者

も
お
あ
り
で
し
ょ
う
が
、
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
あ
る
ネ
バ
ダ
州
に
は

世
界
最
大
級
の
核
実
験
施
設

（N
ev
ad
a
T
est
S
ite

）
が
あ

り
、
今
ま
で
に
八
百
回
を
超
え

る
核
実
験
が
実
施
さ
れ
て
き
た

と
い
う
歴
史
的
事
実
が
あ
る
の

で
す
。

今
年
二
月
に
開
設
さ
れ
た
こ

の
博
物
館
の
正
式
名
称
は

A
tom
ic
T
estin

g
M
u
seu
m

で
、
場
所
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
ほ
ん
の

核
実
験
博
物
館
見
学
記 

ラ
ス
ベ
ガ
ス 

―
特
別
編
― 

原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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